




ご　挨　拶ご　挨　拶

　当財団は、次代を担う青少年の育成に携わる教職員の方々が行う各種の実践

的教育研究に対する助成を通し、いささかでも教育の振興に資することを目指

すとともに、不幸にして交通遺児となり経済的困難に直面している児童生徒に

対し教育費の一部を援助することにより育英の一助とすべく、１９８４年８月

に設立されました（２００９年１０月「公益財団法人」へ移行）。

　爾来、多くの関係者よりご支援をいただき、更には東京海上日動火災保険株

式会社が経営理念の一つとして掲げている「良き企業市民として、地球環境保

護、 人権尊重、 コンプライアンス、社会貢献等の社会的責任を果たし、広く

地域・社会の発展に貢献する」との理念とも相俟って、教育振興事業を積極的

に進めてまいりました。創業以来の助成件数は、教育研究助成７，３５２作品、

交通遺児育英助成４，６０５名となっております。

　我が国を巡る状況は、社会経済のグローバル化やデジタル化、急速に進む少

子高齢化等により大きく変わってきております。その中にあっては、次代を担

う子どもたち一人一人が、初等中等教育課程においてしっかりとした基本基礎

を培い、新しい時代に求められる生きる資質や能力を身につけることが何にも

まして重要であります。そして、これを担う教職員各位の役割はきわめて大き

く、子どもたちが学習意欲を高め、自ら考え発信し行動する力や心豊かに逞し

く生きる力を育む教育の実践に一層のご尽力が期待されるところであります。

　当財団では、毎年、学校教育において意欲的に取り組み創意工夫に溢れた指

導によって顕著な成果を収めている実践研究に対し助成を行っておりますが、

２０２３年度の助成作品の中から、それぞれの地域・学び手に即して優れた取

組が認められる作品５編について当冊子に取り纏め刊行いたしました。この冊

子が、いささかなりとも皆様方のお役に立つことが出来ますれば、誠に幸いに

存じます。

　最後になりますが、刊行に当たりご協力いただいた関係者の皆様に厚く御礼

申し上げます。

２０２４年４月

� 公益財団法人 東京海上日動教育振興基金
� 理事長　大塚　竜二
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Ⅰ　はじめに
本校は平成３１年度より４年間、横須賀市教育委員会フロンティア研究の委託を受け、

西留安雄氏（高知県教育委員会スーパーバイザー）をスーパーバイザーとしてお招きし、

「“生徒が”主体的・対話的で深い学びを視点として取り組める授業づくり」～全教職員

が行う自発的な学習集団の構築～を目指し、具体的な授業のあり方について、研究を行

ってきた。

また、令和４年度は、特別活動において、神奈川県教育委員会より、「小・中学校に

おける政治的教養を育む教育」の実践校の委託を受け、西野偉彦氏（慶應義塾大学ＳＦＣ

研究所上席所員）をスーパーバイザーとしてお招きし、「“校則の見直し”を通して自分

の考えを再構築する」というテーマのもと、政治的教養を育む教育の研究を行った。

そして、それぞれの委託から離れた令和５年度も、引続き本校の研究のテーマは「深

く考え、行動する生徒の育成を目指す」とし、衰退することなく更に発展することとして

共通認識をもち、特色ある学校づくりを進めている。

Ⅱ　研究主題について

１　研究主題

深く考え行動する生徒の育成を目指して

～「生徒」が主体的・対話的で深い学びに取り組む授業づくりと

プロジェクトＮの活動を通して～

２　研究主題の設定理由

「学ぶ」とは何か。自分の知りたいことや考えたことを追究していく中で知識や技能

を身につけ、問題を解決していくことである。自ら調べ、考え、獲得した知識や技能

は確実に身につく。授業はその学びを実現する場である。つまり、問題解決型の授業

こそが、「生徒が」主体的・対話的で深い学ぶ場面を生み出す。従来の問題解決型は、

３段階（導入・展開・終末）や４段階（問題把握・自力解決・集団解決・まとめる）が多

かった。これでは、子どもが具体的な見通しを立てることができない。そのため、本

研究では、学習過程を細分化し、「Ⅰ．見通し」（問題の提示・問いの共有・学習課題）

「Ⅱ．解決活動」（自力解決・集団解決）「Ⅲ．まとめ」（価値の共有）「Ⅳ．振り返り」

（振り返り・練習問題・補充・発展）の流れを授業に取り入れた。このように、問題解

決型の授業は以前から推奨されていたものの、授業の改善には至らなかった。そこで、

教科横断的、生徒主体の授業改善を図るために、生徒が教師を頼らず自分たちで授業

をアクティブに進める授業を目指した。本時の課題を設定し、一人で考え、仲間と情

報交換をして自分なりにまとめて振り返りをする授業を展開する「長沢スタンダード」

としての授業スタイルを確立・実践し、今年度５年目を迎えた。

また、令和４年度から生徒が主体となって校則の見直しを行う活動を、年間を通し



4

て学校全体で行い、この取り組みを「プロジェクトＮ」と名付け、自ら考えて行動する

生徒の主体性を育む取り組みを進めた。

本校の生徒は、今ある髪型、服装、装身具などの校則に対して、ルールを守ってい

てもどうしてそのルールがあるのか疑問をもたなかったり、疑問があってもルールを

変えられるとは思っていなかったりする現状があった。

そこで、生徒が主体となって校則の見直しを行う中で、他者の考えを尊重しながら、

自分の考えを再構築するプロセスを繰り返したり、自らの思いを表に出せる機会をつ

くったりすることで、生徒がルールの意味を考えたり、学校のことを自分のこととし

て考えることにつながると考えた。

実践にあたっては、生徒会役員が主導する一連の活動を教員が支援しながら進めて

いった。全校生徒の思いを聞くところからスタートし、個人で考える機会や班で考え

る機会も大切にしながら、学級での話し合い、生徒総会で全校生徒が一堂に会して話

し合う機会も意図的に設定し、意見を再構築させながら議論を深めていった。

前述の「長沢スタンダード」の授業スタイル確立と「プロジェクトＮ」の取り組みを

通して、生徒の主体的な活動を設けて、「深く考え、行動する生徒」の育成を目指して

いきたいという考えから、研究主題を設定した。

３　研究構想図

ダブルピラミッド「長沢スタンダード」

と「プロジェクトＮ」を高めていくこ

と、一方が高まればその影響でもう

一方も高まる……夢の実現のために

は、そのシナジー（相乗効果）により、

「生徒が主体的で深い学びに取り組む

学校」を目指していくことになる。

４　これまでの研究の流れ

（1）長沢スタンダード

〇１年目：サブテーマ「新学習指導要領に合わせた授業の構築」

・�先行研究（熊本・高知・東京視察）をもとに、長沢ベーシックを構築する。

・�黒板グッズの統一

・�学習リーダーが原稿を読み、授業を展開する。

〇２年目：サブテーマ「全教員が行う、自発的な学習集団の構築」

・�全教員・全学年・全教科で、長沢スタンダード（←長沢ベーシック）に挑戦する。

・�年に10回以上の研究授業（各教科・各学年・全校）を行う。

・�「まとめ」「ふりかえり」の実践
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・�司会原稿の簡略化（自分の言葉で言えるようにする）

〇３年目：サブテーマ「生徒による授業反省会の構築」

・��生徒が授業を振り返る（授業反省会の実施）研修会への他学年生徒の参加

　�深い学びに取り組むものだったかをまとめ、その成果・課題・改善点をもとに、

次時授業のレベルアップにつなげる。

〇４年目：サブテーマ「教科の特性を生かしたセルフ授業の追究」（委託最終年）

・�長沢スタンダードの確立と定着

・�教科の特性を活かした工夫

・�セルフ授業の追究

※セルフ授業とは

�　「生徒が授業を創る学習＝セルフ授業」（イメージとして、セルフレジ・セルフガ

ソリンスタンドのように、生徒たちが授業者を頼らず自分たちで進めるもの）

�　生徒が学び合いの中で自分の考えと違うときは相手に質問し、仲間と心を通わせ

話し合い、分からない仲間に教える。生徒が主体的な授業を創るためには、生徒自

身が学び方を習得する必要がある。それには、授業者側に時間や労力がかかる。し

かし、一旦生徒たちが学び方を身につければ、自分たちですいすいと授業を進める

ことができる。

〇５年目：サブテーマ「�教科の特性を活かしたスマートレッスン（←セルフ授業←長沢

スタンダード）での評価の在り方」（本年）

・�単元計画から「生徒が」課題を考え、司会進行を進めていくスマートレッスン（←セ

ルフ授業←長沢スタンダード）の確立

・生徒と共に歩むマナフリシート（単元・題材計画）の活用

※スマートとは

　粋・態度が洗練されている様・賢い・高機能（広辞苑より）

　　→近未来的な・新時代のという意味が込められている。

（2）プロジェクトＮ

〇１年目：サブテーマ「校則を見直す」

・政治的教養を育む教育の研究「シチズンシップ教育 指導用参考資料」の活用

・柱の設定、現行校則の見直し

〇２年目：サブテーマ「豊かな学校生活を送るには」

・学校生活の主体性プロジェクトＮへ方向転換、柱の見直し

・グループや学級での話し合いの仕方の学び、生徒総会から議会の仕方の学び

Ⅲ　研究の実際

１ 「生徒」が主体的・対話的で深い学びに取り組む授業づくり

本校の研究で目指す授業は、「生徒が」教師を頼らず自分たちで授業をアクティブに
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進める授業を展開するものである。長沢スタンダードの学習過程は①問題の提示、②

問いをもつ、③課題の設定、④問いの共有、⑤自力解決、⑥集団解決、⑦まとめ、⑧

振り返りの流れになる。この流れを教師が主導するのではなく、子どもたちが自ら進

行していく。まず、教科係が学習リーダーとなり、授業を進行する。教師は、学習リ

ーダーが進行する内容について、司会原稿を作成したり、黒板グッズを使用して授業

の流れを板書したりする。学習リーダーは、資料から自分なりの方法でその資料の傾

向を説明する方法を考える。黒板グッズは全教科で使用され、どの授業でも黒板グッ

ズを使用した流れになっている。

生徒は、本時の問いから課題を設定する。また、問いと課題が提示されたら、本時

のまとめの書き出しを考え、見通しをもつ。見通しには本時に使用するキーワードを

考え、出されたキーワード（教科用語）を用いながら授業を進めていく。

（1）長沢スタンダード＝長沢中学習形態について

①　板書の統一

教師は、教科係（学習リー

ダー）が進める内容について、

司会原稿を作成したり、黒板

グッズを使用して授業の流れ

を板書したりする。

②　学習リーダーのあり方

生徒は、本時の「問い」から課題を設

定する。また、問いと課題が提示され

たら、本時のまとめの書き出しを考え、

「見通し」を持つ。見通しには本時に使

用するキーワードを考え、出されたキー

ワード（教科用語）を用いながら授業を

進めていく。

③　前時の振り返り

前回の授業はどのような授業で、自

分自身が考えたことを近くの人と共有

黒板グッズ

生徒が板書をすることも多い

教科係（学習リーダー）が
授業を進めていく



7

する。時間は約1分～約2分ですが、前回の復習になったり、本時の取り組みに向け

ての意欲が変わってくる。

④　ペア・グループ学習

課題解決に向けて、一人ではなくペア

やグループで取り組む。その中で、パソ

コン（ChromeBook）やホワイトボードを活

用して、グループ内で意見交流を行う。

分からないことは気軽に聞ける環境が整

っていて、誰一人寝てしまうことなく、

取り残されることなく、一生懸命取り組

んでいる。学習リーダーは全体をみて、タイムキーパーとしてグループ学習をする

時間を決める。延長をすることもある。

⑤　取材・偵察

グループの中で、話しがまとま

らなかったり、他のグループの意

見が聞きたい時に、学習リーダー

が時間を決めて、意見交換にいく。

グループ内で出てこなかった考え

や、分からなかったことが解決す

る機会になる。他のホワイトボー

ドに付け加えることもある。「ぶらぶらタイム」と呼んでいる。

　⑥　全体共有

　課題解決のための全体共有として、「ゼミ

ナール」方式をとっている。２列ごとの「号車」

で「ゼミ」をつくり、グループ内で考えたこと

やまとめたことを発表したり、付箋（ポストイ

ット）に考えを書いて、それを模造紙やホワイ

トボードに場合分けをして貼ったりして、思

考力を深める。自分自身が全く予期していなかった意見や考えに出会うことができる。

⑦　まとめ・ふりかえり

本時の授業の『まとめ』を、短い文章

で書く。その際に、設定されているキ

ーワード（教科用語）を使って記入する。

もしわからなければ、「取材・偵察」を

して仲間に訊きにいく。このことを行

うことで、本時の授業は何が大事なこ

とだったのか、また、家庭で復習をす

学習リーダーがタイムキーパー

ホワイトボード等を活用

他のグループへ行って、情報交換をする。
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るときに非常に役立つ。『ふりかえり』は本時の授業の感想をできるだけ多く書く。

感想だけでなく、授業を通しての自分の考えを書くことで、定着にもつながる。

⑧　ChromeBookの活用

一人一台のPC『ChromeBook』を活用

し、わからないことを調べたり、ミラ

イシードと呼ばれるソフトを使って意

見交換ができたり、Google Classroom

を使って授業内容を確認したり、課

題提出をしている。どの授業でも

ChromeBookが活用され、「生徒が」主

体的・対話的で深い学びをするための手段と欠かせないものとなっている。

（2）研究５年目の研究実践から（本年）

令和４年度で４年間のフロンティア研究が終わり、研究助成金も減額してしまう、

研究に携わってきた教員の異動も重なり、ピンチの中で始まった令和５年度だが、「現

状維持は衰退と同じである」を合言葉に、更に追及し実践を積み重ねていくことを決

意し、令和５年度は単元計画から「生徒が」課題を考え、司会進行を進めていくスマー

トレッスン（長沢スタンダード）の確立をめざしている。

２　ルールメイキングを通した課題解決する力の育成　

　　「プロジェクトＮ-未来を創る校則をつくる」

（1）１年目の取り組み

①　目標

・ルールメイキングを通して、主体的に課題解決する力を育てる。

・他者と関わりながら、自分の意見を再構築する力を育てる。

生徒と共に歩む単元計画
マナフリシート
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②　柱の設定

「プロジェクトＮ」を始める前に生徒会役員と共に校則の見直し（ルールメイキン

グ）を行う際に必ず立ち戻らなければならない「柱」の設定を行った。

主に教師からは「持続可能な校則」であること、３年生は卒業後に校則が変わる可

能性があることから「これから先も長沢中に誇りを持てる校則」であること、「全員が

納得する校則」であることの３点を伝え、生徒会役員の中で次頁の「柱」が完成した。

③　現行の校則の見直し

学校は生徒たちにとって最も身近な「社会」であり、校則は最も身近な「ルール」

の一つであるといえる。生徒自身が「なぜこのルールがあるのか」「どうすれば自分

たちの学校生活をよりよくできるのか」といったことを見つめ直し、「自分たちで決

めた（変えた）」という経験は、生徒たちにとって、将来「社会を創る（変える）ことが

できる」といった、主権者として社会に関わろうとする意識の涵養にもつながる。

実際に「生活のきまり」から校則への疑問を挙げさせたところ、たくさんの意見が

出てきたが、「自分中心の意見」だったり「今の生活に不自由だから」「変えたいか

ら」という趣旨とは反する答えも多々見受けられた。

また、生徒の記述と同じように教員間でも現行の校則の意味を理解していなかっ

たり、必要性を感じていなかったりするため、まずは現行の校則の意義を再確認す

るところから始めた。

実践にあたっては、生徒会役員が主導する一連の活動を教員が支援しながら進め

ていった。全校生徒の思いを聞くところからスタートし、個人で考える機会や班で考

える機会も大切にしながら、学級での話し合い、生徒総会で全校生徒が一堂に会し

て話し合う機会も意図的に設定し、意見を再構築させながら議論を深めていった。

⬆クラスでの話し合いの様子

⬆どの校則を検討するか話し合い
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（2）２年目（本年）の取り組み

①　目標

・話し合い・合意形成・自分事として考える・意見を再構築する。

・長沢中学校について主体的に考える力を身につけさせる。

・話し合いの仕方を学び、主権者としての「動き」ではなく「中身」を考える。

②　目標・柱の見直し

１年目の検討を終え、生徒が「校則を変えた」という事実に満足して新たな取り

組みを考えない現状があった。そこで、再度「校則の見直し」を行う意味を考えるこ

と、昨年度のプロジェクトＮを振り返ることでこれからの長沢中学校について自分

事として考えてもらうきっかけになると考えた。
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③　議論の焦点化

実践にあたっては、生徒会役員を主導に学級議長団や全体の議長団の司会進行の

仕方や学級での話し合いの仕方に着目し、意図的に見通しを持つ話し合いを作り、

意見を再構築しながら議論を進めていった。

その中で、「校則の見直し」という枠から外れて「豊かな学校生活」という意味で

の『プロジェクトＮ』が良いのではないかという意見から、２年目の今年度は

　１．昨年度決まった「廊下の開放」の見直しで議決の仕方を学ぶ。

　２．�「豊かな学校生活を送るため」Choromebookの持ち帰りから話し合い方を学ぶ

の２本の議題で生徒総会を行うことにした。
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④　生徒の活動の流れ

⑤　話し合い指導案　

ア　学級での話し合い
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イ　生徒総会指導案

Ⅳ　研究の成果と課題

成果

１ 「生徒」が主体的・対話的で深い学びに取り組む授業づくり

①　生徒の学習が変わった

生徒が自ら主体的に取り組む授業は「生徒が主に進める授業」であると表現してい

る。その中でも、学習リーダーの必要性やぶらぶらタイムの活用などが主体的な学

習に欠かせないことを記述している。主体的ではない授業は、教師主導型であるこ

とを生徒も同様に認識していることが明確になった。

教師として、生徒と関わる中で、すぐに教師に質問に来る生徒は皆無となった。仲

間と相談しながら解決する姿勢が見られ、本来の学習する姿へと変わってきている。

その姿こそ、学びに向かう力や粘り強さである。与えられた課題にどのように向か

い、「まとめ」や「振り返り」までたどり着くか。到着地点は授業中に生徒全員で考

えたからこそ、そこに辿り着きたいという意欲が見られるようになった。一人の力だ

けでなく、仲間の考えを聞いたり、意見交換をしたりする中で、到着地点に向かっ

ていく。それは本来の学びそのものである。この授業形態は、授業だけのものでは

なく、教師がいるか否かに関係なく、生徒が主体的に取り組む形式になっている。
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また、授業の最後に行う、振り返りが授業の感想程度にとどまっていたものが、

ChromeBookを用い、Jamboardによる振り返りを重ねることで、相互評価が行われるこ

とから、調整力、粘り強さ、探求心等が読み取れる内容の振り返りに変化した。

②　教師の協議が変わった

校内研究授業を行うと、「私たち〇〇科は…」というような発言が多く、内容が深

まらない協議になってしまうことが多い。しかし、同じ黒板グッズを用いることや

「問いの提示」から「まとめ」「振り返り」の流れを全教師が行うことで、協議する視

点を焦点化することができた。「〇〇の場面で生徒を動かしてみるのはどうだろう

か。」「この場面で、生徒はアクティブに活動していたよね。」「生徒からキーワード

を出すと興味を持たせることができたのではないか。」など、教科横断的な協議が行

われている。この研究により、現行の学習指導要領が求めている教科横断的活動を

生徒も教師も行うことができると実感できた。

③　メディア掲載の効果

長沢スタンダードの取り組みは、news zero（日本テレビ）やBenesseからも「先

進的な事例」として大きく取り上げられ、生徒の自己肯定感を高める要因になった。

２　プロジェクトＮの活動

①　主体的に新たなことにもチャレンジしようという姿勢が増えた

生徒が「自分たちの力で校則を変えられる」ということを実感することができたこ

とにより、何事にも批判的な思考（クリティカルシンキング）で考えられるようにな

ったと感じる。また、生徒ももちろんだが、教員間でも校則の見直しについて考え

る機会となった。※校則検討や授業以外でも活躍する生徒が増えた。

②　生徒総会への関心が変わった

今までの生徒総会では既定路線で終始していたが、議題に対して自分ごととして

とらえたため、生徒たちがそれぞれ前向きに考えながら議論することができた。社

会に参画しようとする意識の涵養につながる取組となった。

③　解決の方策を考えるようになった

議長団が事前に各学級の意見を把握していたため、意見の重複を避けたり、また

自分たちの授業についての振り返り



15

は対立する意見を両方取り扱うように調整しながら議事を進行しており、合意形成

のプロセスを意識した取組となった。また、自分のクラスの意見を強固なものにす

るためにはデータや資料が必要なことに気づき、行動に移すことができた。

３　全国学習状況調査の結果から

令和５年度の全国学習状況調査生徒質問紙の回答で、本実践と深く関わりのある以

下の３項目は、全国平均と比べ上回っていた。

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

本校 39.5 39.5 17.4

34.3 45.4 14.1全国

2.0

4.21.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

本校 51.2 34.9 12.8 1.2

29.3 48.6 17 4.8全国

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

本校 32.6 46.5 19.8 1.2

24.9 46.7 21.9 6.1全国
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４　ICTの活用

本研究は、コロナ禍での取

り組みだったが、生徒の学び

を止めない点を１番に考え、

一人一台端末の利用を積極的

に行った。令和５年度の全国

学習状況調査生徒質問紙の回

答でも明らかだが、全国平均

と比べ大きく上回っている。

他者の考えを取り入れたり、

自身の考えを意味づけたり、子ども同士の活発な意見交換が可視化され、より考えを

深めることになり、ICTの活用によって主体的な学びの促進につながったことは確か

である。

学習指導要領で明確になった育成を目指す資質・能力の大きな柱の一つが「学びに

向かう力」である。この結果から長期的な研究を通して、生徒が自ら考え主体的に行

動し、教師と共に学びに取り組む授業づくりと、プロジェクトＮの取り組みにより、

話し合い・合意形成・自分事として考える・意見を再構築するといったプロセスを実

践してきたことから、本研究実践は、深く考え行動する生徒の育成に大きな影響を与

えていると考える。

課題

１ 「生徒が」主体的・対話的で深い学びに取り組む授業づくり

①　学習課題の設定の重要性

生徒に授業を進行させるためには、学びを継続できる課題を設定しなければなら

ない。そのためには、教師の教材研究が欠かせない。私も様々な授業を展開してき

たが、「課題」や「問い」が生徒の興味関心を高めるものでなければ、授業が深まら

ず進行も単調になってしまう。例えば、今回実践をした２次方程式の導入ではリー

グ戦の題材を用いた。チーム数を求めさせるだけの課題である場合は、生徒の進行

はどのようになるだろう。決して内容が深まらず、チーム数を求めて終わりになっ

てしまう。しかし、日常の話題から問いを設定することで、授業の深まりが変わる。

そのため、生徒にただ授業の進行をお願いするだけでなく、教師側が「生徒がこの

ように粘り強く考えてほしい」という願いを込めた課題設定が重要になる。課題設

定は、これからも研修を積み重ねていきたい。

②　教科リーダーに任せる・教師は学習のファシリテーター

教科リーダーに進行を任せるには、とても勇気のいることである。なぜなら、我々

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

本校 76.7 22.1 1.2

28.1 33 26.4 9.6 2.7全国
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大人が教育を受けてきた学習観は知識伝達であるからである。しかし、教師主導型

から生徒主体型への転換を図ると、生徒による司会進行の授業スタイルに行きつく。

私たちも生徒に司会を任せることについては、不安な点もたくさんあるが、任せて

いくことで生徒は主体的に動くようになっていく。そのため、教師は学習のファシ

リテーターとして、授業を展開していく必要があり、時には流れを修正することも

ある。授業づくりの段階で、教科リーダーとの打ち合わせが必要になり、授業の展

開を教科リーダーと教師が事前に共有をすることが重要になる。司会原稿や授業の

流れを学習リーダーに伝え、教師の思いと生徒の動きを確認することで、全員で授

業をつくっていく姿勢はとても大切になる。これを学校のカリキュラムにも組み込

むと、生徒が自ら授業を進行する授業になっていくと考える。

２　プロジェクトＮの活動

①　少数派意見の尊重の難しさ

生徒総会の様な全校生徒が集まる場で、少数派の生徒が意見を表出することは難

しかったと考えられる。個の意見が表明できる場の設定が必要である。また、採決

の方法についても少数意見の尊重を意識した上で決めていくなど、合意形成のプロ

セスを丁寧に構築する必要がある。

②　教師の立ち位置

生徒がさらに主体性をもって生徒総会に参加できるような手立てをどのように講

じていくか、教員の関わり方や生徒に任せる場面について、より検討を深める必要

がある。校則を生徒に委ねることに不安点もたくさんあるが、自分事として考えや

すいことから更に主体性が増すと考える。時には方向性が勘違いした“自由”にいっ

てしまうこともあるので、教師が抑止力になる場面も必要である。また、結果を求

めすぎることで本来の目的を見失いがちになってしまった。「校則の見直し」にこだ

わらず、付けたい力が何か常に再確認する必要がある。

③　見通しを持つ重要性

生徒総会・当日までのＨＲ・中央委員会含め個人の意見出しはよく行えたが、意

見を出すことだけで終わってしまった。議長団や生徒会役員が見通しを持つことは

もちろんだが、個々での意見への見通しを持つことができなかった。自分の意見の

みを言って満足してしまうため、他者の意見を想像し、その返答まで考えることが

できなかった。

Ⅴ　おわりに
生徒が自分自身で考え、自分たちで授業を作り上げていくことで深い学びとなる、本

校の４年間の取り組みで培われた「長沢スタンダード」は、旧来の教え込み型の授業の枠

を大きく超えて、「生徒が」主体的に取り組む授業のあり方として、これからの授業の基

本的なスタイルとなるだろう。さらに実践研究を続けながら、生徒一人ひとりの学力向
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上へとつなげていきたい。

「校則の見直し」とは「校則を見直す」ために行うのではなく、「校則」を使って学びを

深めるためにある。自分事として考えやすい題材を使うことで、興味関心が高まり、主

体的に考える力が養われる。教師の役割はその目的を見失わずに、本質を問い続けるこ

とである。話し合いを通して他者の意見を聞き、再構築する。少数派の意見を尊重し合

意形成を図る。すべての土台となっているものは話し合うことである。その話し合いを

どのように行うかを伝えずに、校則の見直しや合意形成が行えるだろうか。「話し合い」

とはこの１年半を通して「見通し」を持つことであると考えた。他者の意見の反対の反

対の反対まで考えることが深く考えることであり、自分の意見を再構築することである。

また、それこそが主権者としての自覚をもたせることである。

この「見通し」を持たせることは授業でも必要なことであり、行事の縮小が言われてい

る昨今では体育祭や合唱コンクールで縦のつながりを意識するだけでなく、生徒総会（学

校を豊かにすることを全員で考える場を設けること）でも新たな縦のつながりを意識し、

最上級生がリーダーシップを発揮するのではないだろうか？

教師から問題提起をするのではなく、自分事として考え、生徒自らが実行することが

大切である。この取り組みを継続していくことで「深く考え行動する生徒」の育成を進め

ていきたい。また、何よりも自分たちで学校を変えたという実感から今までの生徒との

表情がまるで違う。教師が変えるのではなく、生徒が変える。教師は生徒のファシリテ

ーターであることを忘れずに、これからも精進していきたい。

Ⅵ　参考ホームページ・参考文献
文部科学省（2017） 「中学校学習指導要領解説総則編」

西留安雄（2023）　「子どもが自ら学びだす「教えない授業」を創る」

神奈川県教育委員会（2023）「小・中学校における政治的教を育む教育　指導事例集」

横須賀市教育委員会（2023）「横須賀市立長沢中学校フロンティア研究紀要」
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１　はじめに
生徒たちが生きる今後の社会では、「仕事全体の47パーセントが、今後10年か20年後

には自動化されるだろう。」1）（マイケル･A･オズボーン）の言葉に代表されるように、社会

の仕組みや仕事の業態等が、今後大きく変化すると予想されている。このことは、令和4

年11月に公開された生成ＡＩ（ChatGPT）の登場によって急激に加速したように思われる。

瞬く間に世界中に（小学生にも）広がった生成ＡＩに対しては、国連安全保障理事会で

「我々の想像や国境を超越している」2）として未知の危機を危惧し、新しいルールづくり

が急務であるとする発言もあった。このように、もはや未来がどのように変化するかは、

誰も予測できないことを改めて認識させられる状況にある。また、ウクライナで起きてい

ることや新型コロナウイルスの蔓延には、グローバル化した社会構造の中では、世界中の

どのような地域（本市）も起きた変化の影響を大きく受けることを実感させられた。

このような中にあって学校教育には、急激な変化の中で多くの既存の仕事がなくなる

一方、新しい仕事や仕事の仕方、生活の仕方等が生まれる（生み出すことが期待されて

いる）ことに着目して、自らの資質・能力を常に磨き、高めようとする「学びに向かう力」

や「学び続ける力」を生徒たちに育成することが求められている。また、少子高齢化や

人口減少、人口流出等が他地域に先んじて進む本市においては、ふるさとを想い、その

未来に貢献しようとする志や目標を達成するための資質・能力を高め、互いに手を取り

合い、人手が不足していく中でも地域や組織の機能を維持させる方法を生み出しなが

ら、自身と地域の個性や強みを生かして、心豊かでたくましく生き抜く力の育成が求め

られている。

２　学校の概要
口之津中学校が位置する南島原市は、他の地方都市と同様、人口の減少や経済の縮

小など、さまざまな課題があるものの、世界文化遺産や世界ジオパークに認定された

歴史や文化、海や山の景観、豊かな農海産物があり、北村西望注1）（芸術家）や古野電

気株式会社の創設者であり、魚群探知機を発明した古野清孝、古野清賢注2）等の偉人

を輩出するなど、多様な資産と可能性を有する地でもある。

このような恵まれた環境の中で本校は、学校経営方針の中軸の一つにキャリア教育

を据え、学校教育目標「人として、社会の形成者として、日々新たに求めて学び、心豊

かにたくましく生きる生徒の育成」のもと、地域の未来を担い、次代を創る生徒をは

ぐくむための教育活動を推進している。

〈口之津中学校の概要（以下、令和5年5月1日現在）〉

・生徒数90（最多生徒数…819／昭和37年）

・学級数４（通常学級３、特別支援学級１）

・職員数19（校長１、教頭１、教諭９、養護教諭１、

　��事務職員１、用務員１、ＡＬＴ１、特別支援教育助手

２、学校支援員１、心の教室相談員１）
口之津中学校と

港の風景
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３　主題設定の理由

（1）研究の方向性

令和3年度に全面実施された中学校学習指導要領（解説 総則編）では、学習指導要

領改訂の基本的なねらいを「社会に開かれた教育課程の重視」、「確かな学力の育成」、

「豊かな心や健やかな体の育成」とし3）、以下のとおりキャリア教育の重要性が示され

た4）。私たちはこのことを基盤に置いて、学校経営方針を定めた。

生徒が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職業的自

立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう、特別

活動を要としつつ各教科等の特質に応じて、キャリア教育の充実を図ること。その

中で、生徒が自らの生き方を考え主体的に進路を選択することができるよう、学校

の教育活動全体を通じ、組織的かつ計画的な進路指導を行うこと。

なお、今回の改訂でねらいの一番目に示された「社会に開かれた教育課程」の“社会”

をどのように捉えるかは重要である。例えば「生徒たちが“将来”住まう地域（例えば｢

都会｣）」と捉えるか、それとも「“今”住まう地域（ふるさと）」と捉えるかでは、指導や

学習の内容が少なからず変わる。特にキャリア形成の具体的な形として「進学」、「就

職」、「くらし」を考えるとき、“どこで”という要素は避けては通れない。「南島原市

立」の学校として、今まであまり触れてこなかったこのことに対し、どのように向き合

うか、本研究を通じて考えたい。

一方、私たちは、労働政策研究・研修機構が年齢20代の職業人を対象にした調査を

まとめた「学校時代のキャリア教育と若者の職業生活」5）による示唆に注目した。その

研究結果は、学校でのキャリア教育を肯定的に受け止めていることと職業に就いたと

きの1ヶ月の平均月収や職業生活を送る上での自尊心の高さが有意に相関しているこ

とを明確に示していた。このことからも全ての生徒のキャリア形成を適切にサポート

することが重要である。学校での取組が生徒たちの未来に大きく影響を与えることを、

教育に携わる者として改めて心に留めおきたい。

（2）取組の作用点

本校におけるキャリア教育の主軸は、「個々の生徒のキャリア形成の方向性」であ

る。通常、キャリア教育の実践では、職場体験学習等の内容を工夫するものが多く見

られるが、私たちは、はぐくむべきとされる「基礎的・汎用的能力」6）の多くは、既存

の教科授業や特別活動等ですでに取り扱っていると考えた。これらの学習を有機的に

つなぎ合わせ（教科横断的な学び、キャリア教育との関連構築など）、総合的な学習の

時間の中で補完・統合するとともに、それらの学びを生かした生徒自身による主体的

な取組を行うことによって、個々の生徒が自分の人生の歩みとしてのキャリア形成の

方向性を構築していくのではないかと考えた。
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また、今回の研究として行う実践は、生徒に対して直接的に作用するものであるが、

学級担任や教科担任をはじめとする教職員全員が行う実践と有機的に関わり合い、キ

ャリア教育を軸として学校全体がさらに活性化し、生徒も教師も自由闊達に未来を語

り合う学校へと変容していく駆動装置になると考えた。

（3）課題

　①　キャリア教育に課せられた職責の理解（社会変化への対応）

我が国は、今後数十年にわたり、急

激に人口が減少すると言われている7）

【図1】。人口が半減した後も進むこの

予想は、人口流出が他地域に先んじて

進む地方都市（本市）にとって、まち

の存続自体を危惧する状況が生じる可

能性があることを意味している。この

ことを踏まえたとき、目の前にいる生

徒の資質・能力を高めることがこの国

の未来を支えるという期待と、彼らの

キャリア形成の方向性（選択）が本市の存亡を左右するという不安を同時に抱く。本校

はこれまで公教育として全国共通の学習指導要領と教科書のもと（教員の工夫により

若干の独自性を持ちながら）一律の教育を行ってきた。しかし、「南島原市立」の学校

として、前述の現実にどのように向き合うかが問われている。キャリア教育の実践に

は、このような「問い」が課せられていることを自覚し、社会の変化に相応して改革を

進めていくことが求められている。

また、現実社会の職場では「求めたい人材像」がある。筆者は50名以上の事業者に

「どんな人材が欲しいですか」とのインタビューを重ねてきた。以下、その回答（抜粋、

役職は当時）であるが、学習指導要領の中にその文言がないものも多い。

「自ら考える人、相手を自分のことのように尊重できる人」／住宅事業主任
「変化に対応できる人、前向きにチャレンジする人」／通販会社人事本部GM
「明るく気配りができる人」／京都旅館女将
「情熱、やる気」／サッカークラブ代表取締役社長
このような仕事の現場の意見を受け止めるとともに、社会の変化に対応したキャリ

ア教育の改善・改革が求められている。

　②　キャリア形成が個々のものであることを踏まえた実践の構築

キャリア形成は、一人一人の人生の歩みであり、本来、生徒個別のものである。こ

のことを踏まえたとき、一斉一律に行う授業では、一般的な知識や技能等を授けるこ

とはできても、一人一人が違う人生を歩むキャリア形成の方向性を構想・獲得させる

ことは難しい。これらは生徒自身の個別の体験等を含めた学びの中で醸成され構築さ

【図1：人口減少の推移／国土交通省】
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れるものと考える。「個別最適化された教育」とは、習熟度を考慮した学習だけでなく、

個々のキャリア形成の方向性を踏まえた手立てであると考える。これらのことを前提

としたキャリア教育の実践のあり方が求められる。

　③　生徒のキャリア形成を支援する機会の創出

本校ではこれまで、進学関連の情報提供が3年生のみを対象としたものであること

が多かった。また、高校生の姿は、生活時間帯の差等から校区内で見かけることは少

なく、大学や専門学校はない。このことから学校が積極的に情報を集め、または機会

を創出して進路情報を生徒たちに提供する必要があった。

（4）目標

本研究は、「キャリア教育に関する手立てや環境をよりいっそう生徒自身の主体性

をもってはぐくむ方向で整備し、実践を重ねることにより、生徒がより良く生きるため

の資質・能力を高めることができるのではないか」という仮説を立て、今後の急激な社

会変化の中を生きる生徒たちに必要とされる資質・能力をはぐくみ、よりよい社会を

築こうとする志を醸成するために、目標を以下のとおり設定した。

個々の生徒のキャリア形成を支援する機会の設定と環境づくりを積極的に進め、

「学校の教育活動全体で行うキャリア教育」の在り方の一例を示すことにより、教育

改革の推進に寄与する。

４　研究の概要
右は、本校における学校経営方針の全

体構想図【図2】である。地域や小学校、

高校等との関係のほか、全ての教育活動

の中心に「個々の生徒自身によるキャリ

ア形成への意欲と実践」を据え、彼らが

「生きてはたらく力」を獲得することを目

指す本校教育の全体像を表している。こ

れらの施策の方向性を包含して「人とし

て、社会の形成者として、日々新たに求

め学び、心豊かにたくましく生きる生徒

の育成」を学校教育目標に掲げている。

本研究では、本校の教育目標に基づ

き、学校の教育活動全体として行うキャ

リア教育の一提案として、以下の項目に

取り組んだ。 【図2：学校経営構想図】
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（１）「キャリア形成に関する意識調査」による生徒の意識等に関する実態の把握

（２）生徒のキャリア・マネジメント力の向上と教員の生徒理解の推進

（３）キャリア形成および進路選択を支援する機会の設定

（４）生徒や教職員が主体性をもってさまざまな情報を得る場の設置

（５）教科授業等の中でのキャリア教育の強化

（６）教科の学びをつなげ、地域の課題と向き合う学びの場の設定

５　具体的な取組

（1）「キャリア形成に関する意識調査」による生徒の意識等に関する実態の把握

キャリア形成に関連する生徒の意識調査に際し、比較対象としたのは、日本財団が

2019年に行った「18歳意識調査」8）であり、日・米・英・中・韓・印の17歳から19歳を

対象としたものである。本校生徒とは4～ 6年の年齢差があるが、指導の方向性を見

定める上で有効と考えて調査および比較検証を行った。

研究を始めた昨年度（令和4年5月）の調査結果は以下のとおりであった。【図3】

� （記号：〇…5ポイント以上上回っている、●…5ポイント以上下回っている）

工藤9）は、この「18歳意

識調査」の結果に対して日

本の若者の自己肯定感の無

さ等を指摘している。

本校の生徒においても

「夢を持つ」や「将来が楽し

み」などの項目において若

干良い傾向にあるものの、

日本の若者と同様の（また

はより悪い）傾向にあるこ

とが明らかになった。

私たちの研究は、この現

状を踏まえて目標を設定

し、取組を進めなければならないことを確認した。

（2）生徒のキャリア・マネジメント力の向上と教員の生徒理解の推進

　①　「キャリア・マネジメントシート」【図4】

これは、将来を見通し、進学や就職等に関する夢や希望のほか、それらを実現する

ための努力（キャリア形成の取組）等について記入するものである。1枚のシートを3

年間を通して継続的に使用し、修正を重ねながら、自身のキャリア形成をより主体的・

継続的に考えさせるものである。

記入の時間は、年度の前半に全校生徒を対象にしたガイダンス【図5･6】を行って記

【図3：意識調査結果】
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入させた後、学級活動の時間や進路指導の時間等に併せて書き込ませるほか、生徒自

身が自分の時間の中で随時修正してよいとした。

なお、このシートは、学級担任等が定期的に確認するほか、通知表（ファイル形式）

に挟み込んで、学期に1度は保護者に確認してもらうようにした。

　②　「キャリア・ポートフォリオ」【図7･8】

これは中学校3年間を通じて使用するもので、クリアシート等を綴じたファイルを

使い、それぞれの生徒が「進路決定に役立つもの」や「感動したもの」など、自身のキ

ャリア形成（人生）の参考となりそうなものを自由に入れ、必要なことを記入して残す

などしながら、さまざ

まな体験や見聞等を保

管・整理するようにし

た。これらのことを通

じて、キャリア形成の

方向性を生徒自身が形

成的に構築するよう指

導している。

また、このポートフ

ォリオの運用では、キ

【図4：キャリア･マネジメントシート（説明資料）】

【図5：ガイダンスの様子１】

【図6：ガイダンスの様子２】

【図8：キャリア･ポートフォリオ 中身】【図7：キャリア･ポートフォリオ 表紙】
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ャリア・マネジメントシートとともに定期的に学級担任等が確認し、保護者にも目を

通してもらいながら、生徒のキャリア形成を支援する環境を整えた。

なお、文科省が提唱している「キャリア・パスポート」には、このキャリア・ポート

フォリオに収録した資料の中から、卒業前に、進学先の高校等で必要なものを抽出し

て入れるようにした。

　③　校長との面談【図9】

キャリア・マネジメントシートやキャリア・ポートフォリオに書き込んだ構想等

は、誰かに伝えることにより内容が整理され、

キャリア形成の方向性を明確化することがで

きると考える。そのねらいに基づき「将来の

夢や目標、今頑張っていることなど」の発表

（3分間スピーチ）を含む校長による面談を、

全生徒を対象に行った。この取組は、一人一

人に配付されたパソコンを使うプレゼンテー

ション【図9】の形にすることにより、ＧＩＧ

Ａスクール構想のねらいに基づく取組になる

ほか、近年の高校入試における面接試験やプレゼンテーション試験への対策にもな

ると考えた。また、この面談で得た情報は、プライバシーに配慮しつつ一覧表にまと

め、全ての授業者に提供している。

なお、面接官がなぜ校長かという点については、以下の点が挙げられる。

・�校長が一人一人の生徒を知る機会となり、学校経営の方向性をより確かなもの

にすることができる。

・�普段とは違う環境（校長、校長室）で行うことにより、発表への意識が高まるこ

とや入試の雰囲気を体験できるなどの効果が期待できる。

・�働き方改革の中、時間を調整しやすい校長が行うことが適当である。

　④　スケジュール手帳（フォーサイト）の活用【図10･11】

時間割や行事予定を管理するほか、1日の生活（起床･就寝､家庭学習時間､部活動

等の練習時間など）を書き込むために「フォーサイト／FCEエデュケーション社」注3）と

【図9：面談の様子】

【図10：スケジュール手帳（実例1）】 【図11：スケジュール手帳（実例2）】
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いうスケジュール手帳を導入した。また、生徒自身が目標としている「テストや入試

の期日」､「各種検定の試験日」､「部活動の試合日」､「卒業式の日」などを記入し

て、それまでの努力や準備のステップを計画的に踏ませるようにした。これらは、キ

ャリア形成の実行力を高めるためのものであり、「基礎的・汎用的能力」6）のうち、

「自己管理能力」や「キャリアプランニング能力」の育成に直結するものとして取り組

んでいる。

（3）キャリア形成および進路選択を支援する機会の設定

　①　合同高校等説明会

「高校や入試などの情報を得て、自分の進学や将来の就職などのことを考える」こと

を目的に、本校体育館にて全校生徒およびその保護者等を対象にした合同高校説明会

を開催した【図12】。本市と隣接市にある9つの高校等に依頼して開催したこの説明会

では、全体会として入試等に関する説明を行った後、生徒自身が自分で説明を受けた

い高校等を選んでブースを回る方式をとり、説明と質疑応答を3回くり返した【図13】。

この合同説明会へ向けては、全校合同で事前

説明会を開催した。1・2・3年生で混合の班（縦

割り班）を編成し、経験値が比較的高い上級生

が下級生にアドバイスするよう指導するととも

に、上級生にとってもアウトプットすることに

より、これまでの経験を振り返ったり整理した

りするなどして学びを再確認させるようにした

【図14】。

この説明会では、高校等の情報を効率的に取

得できる機会を設けることができたほか、「自分で選ぶ」や「自主的に質問する」という

機会を設定したことにより、キャリア形成への主体性をはぐくむことができたと考える。

なお、この説明会は、他の中学校の生徒も参加できるようにするために、リモート

形式での開催へと発展させ、同年度2月、改めて開催した。このときは前述の高校等

のほか、市内6校（全8校）の中学校が参加した【図15】。

【図12：説明会会場図】 【図13：説明会の様子】

【図14：事前説明会の様子】
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今後、このような「高校等説明会」の機会だけでなく、高校生たちが取り組んでいる

「探究活動」や「個別の研究活動」、「資格取得の手立て」等を一覧にした「学びのメニュ

ー表」（仮称）を提供していただくよう協議を進めている。

以下、合同高校説明会に参加した生徒の感想から。（抜粋）

「貴重な体験ができてよかったです。あまり視野に入れてなかった高校も聞けたり
したので、選択肢も広がりました。」
「今回、高校説明会という貴重な経験を通して、自分の将来就きたい職業や今後の
進路について明確になったような気がしました。」

　②　情報提供

キャリア教育や進路指導に関しては、「学校での出来事などを家族で話し合った」、

「将来について話し合った」という経験が、卒業後の進路選択に良い影響を与えてい

ることが報告されている10）。このことから、進路通信をはじめ、学校ホームページ

【図16】（高校入試関連サイトや高校等のホームページのリンクあり）や学校だより等

を通じて、進路情報を積極的に保護者や生徒等に発信している。

また、従来行ってきた家庭訪問を保護者面談（3年生は三者面談）に替え、「キャリ

ア・マネジメントシート」や「キャリア・ポートフォリオ」等をもとに

情報交換を行うほか、新入生を対象とした学校説明会でも、進路（進

学等）に関する情報提供を行うなど、よりキャリア形成の要素を増や

した機会を多く設定している。

（4）生徒や教職員が主体性をもってさまざまな情報を得る場の設置

　①　キャリア形成に資する進路情報の提供

本校は、地理的条件から身近にある高校が

少なく、大学にあっては一番近い所でも車で1

時間以上かかる距離にある。このようなことか

ら、生徒たちは進学先である高校・大学・専

門学校等の情報に触れる機会が少ない。この

状況を改善するために、校内に進路情報に関

する掲示板を2つ設置した（生徒玄関【図17】、

【図15：リモート説明会の様子】

【図17：掲示板（生徒玄関）】

【図16：本校HP QRコード】
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職員室前【図18】）。

ここには、高校や大学等のパンフレットや

入試情報、高校等における就学支援の情報な

どを掲示し、生徒たちがいつでも手にして見

ることができるようにした。このことにより、

生徒たちは高校等の概要を知り、オープンス

クールや学校説明会等へ参加する上で、事前

にイメージを抱くことができた。

このほか、生徒たちのキャリア形成に資する活動として、職場体験学習のほか、以

下の「福祉体験活動【図19】」、「高校生から話を聞く会【図20】」、「議会傍聴【図21】」な

どを実施し、生徒たちがキャリア形成を、より幅広い知見をもってできるようにして

いる。

　②教職員用書棚

「はじめに」で述べたように、社会は急激に

変化しており、教育の内容は絶えず不易と流

行を見定めて設定しなければならない。その

ため、学校（教員）は、世の中の動きをつかみ、

識者・賢者の意見や提言等を踏まえるととも

に、生徒の発達段階を考慮しつつ、彼らが生

きる未来を想像して教育を展開しなければな

らない。そこで、校内研修等で使用した書籍

や各人が読んで提供してもよいという本を並

べられるよう職員室に書棚【図22】を設けた。このことにより教職員一人一人の学びを

共有し、校内での研修や情報交換の質を高めるとともに、変化し続ける社会に対応で

きるチームづくりにつなげたいと考えている。

　③教員の余裕の創出（働き方改革）

「教職員の主体性を持った取組」を述べるにあたり、その取組を行うための時間（余

裕）を捻出する本校の働き方改革について述べておく。本校で行っている働き方改革

の主なものは、以下のとおりである。（概略）

【図18：掲示板（職員室前）】

【図22：教職員用書棚】

【図20：高校生から話を聞く会】【図19：福祉体験】 【図21：議会傍聴】
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　＜業務データの集約と活用＞

・�学校教育目標をはじめ、行事計画や校務分掌に関する資料、市教委から提示される

学校管理規則など、学校で取り扱う全データのフォーマットを統一して整理し、新

しく作らなくていいよう「口之津中学校の教育」という校内ネットワーク上のフォル

ダにまとめて効率よく活用できるようにした。

　＜教科授業等の時数調整＞

・�各教科等の授業時数を、時間割を調整して学習指導要領に定められた標準時数を超

えないようにしている。このことにより生まれた“余裕”の時間を活用して、金曜日

を5校時までで切り上げ、部活動を行ないつつも、定時退庁日と設定した【図23】。

これらの工夫により校務分掌や通知表作成をはじめとする学期末の業務等を行う時

間を確保している。

　＜やらないことを決める＞

・�「会議資料は『口之津中学校の計画』の中のデータを使い、新しく作らない」、「家庭

訪問は保護者面談へ」、「通知表の所見は面談に代替」、「出張報告は出張中に資料に

記入（帰校後に作業をしない）」、「定時退勤日は定時（16時35分）に退勤する（ダラダ

ラ残らない）」、「年度初めや終わりの挨拶回りは文書に代替」など、やめられるもの

を徹底的にやめている。

以上のように週に2日定時に退庁できる体制を整え、他の日も午後6時までに退庁す

ることを推奨するなどして、教職員が主体的に授業づくり等の研修に向かえる時間（余

裕）を捻出している。

【図23：日課表】
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（5）教科授業等の中でのキャリア教育の強化

松本11）は、よりよいキャリア形成には教科授業におけるキャリア教育の推進が必要

と示唆している。このことは、現行学習指導要領【図24】の中で示された評価の3観点

「学びに向かう力、人間性等」「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」の前後につ

けられた文言にも表されている【図25、下線は筆者】。

これらのことを踏まえるとともに、本校はキ

ャリア教育の主軸を「個々の生徒のキャリア形

成の方向性」に置いていることから、キャリア・

マネジメントシート等に書かれた個々の将来の

夢や希望等と教科の学習内容との関連性をもっ

と強化すべきと考えた。このことによって教科

横断的かつ個別最適化された学習が進むととも

に「社会に開かれた教育課程」の具現化につな

がると考えた。

そこで、授業研究における指導案【図26】に

は、授業の内容や手立て等と「キャリア教育と

の関連」を明示するようにした。

（6）教科の学びをつなげ、地域の課題と向き合う学びの場の設定

学習指導要領改訂のポイントの第一は、「社会に開かれた教育課程」12）である。こ

れについては、学校で行う年間1015時間の教科等の授業が、もっと生徒の人生や地域

を豊かにし、役に立つものにしてほしいという願いであり、授業改革の本命であると

受け止めている。私たちはこれらの求めに応えるために、これまで夏季休業中の課題

【図24：学習指導要領改訂の考え方】 【図25：評価の3観点（抜粋）】

【図26：授業指導案】
ねらいの実現を意図した

工夫や重点（参観のポイント）

〈キャリア教育上のポイント〉
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として提示していた夏休みの自由研究に着目した。

本市は、多くの強みがありながら、さまざまな課題を抱えていることを踏まえ、本

年度は、夏休みの自由研究のテーマを「ふるさと」の可能性や課題に関連したものにす

ることを推奨した。そして、自由研究に取り組むうえで、教科授業で得た学びを活用

するよう指導した。【図27】は、生徒の自由研究に資する教科授業の関連項目を教科ご

とにまとめたものである。これにより、自由研究という学習課題を通じて、教科の学

びとふるさとの課題や可能性に向き合う取組、さらに、生徒のキャリア形成に関する

自主的・主体的な取組を有機的につなぎ合わせ、より大きな枠組みをもって主体的・

対話的で深い学びを推進することができるのではないかと考えた。【図28】は、その「研

究計画書（記入例）」である。生徒たちは、この計画書に基づいた個別の研究に取り組

み、秋の文化学習発表会等にて発表することにしている。

【図27：教科別関連表】

【図29：自由研究ガイダンスの様子】

【図28：研究計画書】
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今後、この取組は発展させ、研究テーマは「1年間を通じたもの」にし、“夏休みの

宿題”ではなく、生徒別のキャリア形成と関連する年間テーマとして設定し、さまざ

まな取組において、そのテーマの視点から学びの意義や価値に着眼したり、活動を選

択したりすることを想定している。例えば、職場体験学習の体験先や修学旅行での自

主研修のコースなどを、この視点から選んだり研究したりすることによって学びはよ

り深く個別最適化されたものになると考えている。また、教科授業に臨む上でも自分

なりの研究テーマを持つことにより、学びはより自主的・主体的になり、生徒同士の

意見交換により多様化していくと考える。そして、このような経験を通じた先に進学

や就職があれば、教科授業が生徒個々のキャリア形成や進路選択に対し、より有意義

なものになっていくと考えている。

６　考察
本研究で取り組んだ実践を、キャリア教育に関してはぐくむべき能力として例示さ

れた「基礎的・汎用的能力」の項目により分類すると、以下のとおりであった。

　　＜人間関係形成・社会形成能力＞

（２）③校長との面談、　（５）教科授業等の中でのキャリア教育の強化、

（６）教科の学びをつなげ、地域の課題と向き合う学びの場の設定

　　＜自己理解・自己管理能力＞

（２）①キャリア・マネジメントシート、 （２）④スケジュール手帳、

　　＜課題対応能力＞

（３）①合同高校等説明会、　（３）②情報提供、

（５）教科授業等の中でのキャリア教育の強化、

（６）教科の学びをつなげ、地域の課題と向き合う学びの場の設定（自由研究）

　＜キャリアプランニング能力＞

（２）①キャリア・マネジメントシート、（２）②キャリア・ポートフォリオ、

（２）④スケジュール手帳、（３）①合同高校等説明会、（４）①進路情報の提供

以上のように、各項目を網羅し、それぞれの取組を有意義に関連付けて実施して

いることから、今回の研究による実践は、「基礎的・汎用的能力」を総合的に高める

ことができると考えられる。

一方、本校の学校評価のうち、キ

ャリア教育に関連する項目におい

て、右の結果【図30】を得た。特に

生徒の「キャリア教育」や「進路保

障」の取組に対する満足度が9割を

超えていることは素直に成果として

受け止めたい。

（数値は満足度、満点は100）

項　　目 保護者 生徒 教職員

学びに向かう力 73 80 71

目標を実現させる力 74 78 56

キャリア教育の推進 82 85 88

進路保障 85 90 87

総合的な評価 88 92 92

【図30：学校評価（抜粋）】
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また、学校評価には、以下の記述が寄せられた。

・�高校説明会が良かった。自分の行きたい高校などが見つかり、その上、高校の

説明も聞けたから良かった。集会の時にみんな真剣に先生の話を聞いている

姿に感動した。（生徒）

・�高校説明会やキャリアの学習で将来について詳しく考えることができたので

良かった。（生徒）

・�全校生徒向けの高校説明会がすごく良かった。本人なりに自覚が出てきた。

（保護者）

以上のことから、本研究にかかわって、本校のキャリア教育を充実させるために行

っている実践は、概ね良い評価を得ていると考えられる。

７　研究・実践の成果
以下に、今回の研究で比較対象とした日本財団の「18歳意識調査」8）に基づく本校生

徒の意識の変容（令和４年度→令和５年度）を表した【図31】。まず、全校生徒の変化を

見ると、令和4年5月の調査結果に比べ、令和5年7月の調査結果は、「自分は他人か

ら必要とされている」や「自分のしていることには、目的や意味がある」、「自分の人生

には、目標や方向性がある」、「多少のリスクが伴っても、新しいことにたくさん挑戦

したい」という項目が5ポイント以上の上昇を示した。

また、現2・3年生の経年変化を見ると、現2年生では、「目標を立て、何かを達成

した経験がある」の項目は上昇したものの、全体的に下降傾向にあった。これは、この

学年の特性とともに、私たち教職員の指導が的確とは言えなかったと思われることか

ら、今後、具体的な進路選択等へ向けてしっかり改善していきたいと考えている。一

方、現3年生では、「自分の将来が楽しみである」という項目が10ポイント以上下降し

たが、上昇した項目が多く、全体的に良好な方向に変容していた。

【図31：意識調査結果】
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以上の結果及び生徒たちのキャリア形成の実践の様子から、今回の研究や実践の成

果を、以下のとおりにまとめた。

◯�学校として、生徒のキャリア形成を支援・指導するためのさまざまな具体的な手

立てを設定し、既存の教科授業や特別活動をはじめ、生徒の自主的な活動を関連

付けた教育活動全体で行うキャリア教育の一例を構築することができた。

〇�生徒は、進路選択を支援する機会や情報を得るための場を設けたことにより、主

体性をもって自身のキャリア形成の方向性を考え、その実現のための自らの資質・

能力を高めていこうとする意識と実践力を高めることができた。

〇�教師は、意識調査の結果やキャリア･マネジメントシートの記載内容等から、生

徒の「キャリア形成の方向性（抱く夢や目標等）」や現状を把握し、直接的なキャリ

ア教育はもとより既存の受け持ち教科を通じて、個々の生徒のキャリア形成に資

する視点と実践力をより確かなものにする改革の緒に就くことができた。

今後、今回の取組を持続可能な形に改善するとともに、さらに充実させ、生徒たち

がより主体的にキャリア形成を重ねるための資質・能力をはぐくんでいきたい。

８　今後の課題とこれからの展開
本研究の今後の展開を考えるにあたり、私たちは以下の課題を抱いている。

　　◯ふるさと（南島原市、口之津町）をキャリア教育の中でどのように扱うか。

　　◯キャリア教育における小学校や高校等との連携・協働をどのように進めるか。

学習指導要領は、全国で一定水準の教育を受けられるようにするための基準であ

るとする一方、地域の実態等を考慮して特色ある教育を進めることを求めている。ま

た、改訂ポイントの一番目に掲げられた「社会に開かれた教育課程」は、前回の学習

指導要領の「開かれた学校」から、教育課程と社会（地域）の関係にさらに踏み込んで

いる。そして、地域（私たちのふるさと）に目を向けると、多くの魅力や強みがある

にも関わらず、さまざまな課題を抱えている。未来の地域を担うのは今の生徒たちで

ある。その生徒たちが未来を歩み創るための資質・能力をはぐくむキャリア教育の

あり方として、これまでのような地域の課題とは一線を画す（いわゆるニュートラル

な）授業から「あなたたちに、この口之津の未来を託したい」とストレートに教育課

程に盛り込む授業までの、どの辺りを取るかというのが課題の具体である。とりあえ

ず私たちは「あなたがキャリア形成を考える上で、このまち（あなたのふるさと）の可

能性を生かさない手はないんじゃないか」ということと、「このまちの課題を改善・

解決する方法を、将来住まう地域の課題に立ち向かうための“汎用的能力”として身

につけながら考えよう」という2つの方向性を描いている。今後も「南島原市立」の学

校として、この課題に向き合っていきたいと思う。

もう一つの課題である「小学校や高校等との連携・協働」については、本年度、同じ

地区内にある口之津小学校とともに長崎県教育委員会の指定を受けて「小中高一体と
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なったふるさと教育の推進」と題した研究に取り組み、近隣にある長崎県立口加高等

学校とともに連携・協働のあり方を探ることになった。ふるさと教育の推進を共通課

題にして小学校での学びを生かし、高校での探究活動等につなぎながら、「もっと研

究したい」が進学へ、「この方向で働きたい」が就職へ、そして、「豊かに生きたい」

が生活（くらし）の充実へつながるキャリア教育を構築したいと考えている。下はその

イメージ図（素案）である【図32】。この研究を通して、より地域とともにある系統的な

キャリア教育のあり方を探りたいと考えている。

９　おわりに
教育に携わる私たちには「生きる力」をはぐくむという使命が課せられている。しか

し、本研究を通して、日本の若者が自己肯定感や未来へ向かおうとする自分に対する

自信が持てないでいることを知った。その傾向は本校の生徒たちにもあった。もしか

すると、生徒の前に立つ私たち教員の中にもその傾向があるのかもしれない。

急激な変化の中にあっても、心豊かにたくましく生きる生徒の育成を実現するため

に、学校教育の改革が求められている。本研究に取り組みながら、そのことを改めて

認識したとき、まずもって私たち自身が行ってきた取組を見つめなおさなければなら

ないと実感した。「主体的かつ対話的に、そして深く学ぶ」という生徒に求めている

ことを自らも体現し、『師弟同行』の精神をもってキャリア教育のあり方を希求して

いきたいと思う。

生徒たちの中に「生きる力」をはぐくみ、人格の完成を目指そうとする「教育」とい

う営みを職業として選んだ私たちにとって、真の教育改革は自己改革である。

【図32：小中高が一体となったふるさと教育の推進（素案）】
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１　研究主題設定の理由

（1）社会の動向から

先の新型コロナウイルス感染症の感染拡大と国際情勢の不安定化という予測困難な

時代の象徴ともいうべき事態が生じ、新たに学校教育の課題が浮き彫りになるととも

に、教育の担う「福祉の側面」が再認識されるに至った。また、データ駆動型社会の到

来により、学校に対する社会の要請に変化が起き、公教育の在り方にも新たな問いが

投げかけられるに至っている。教育現場では、指導観や生徒観など様々な「観」の見直

しと共に、自校のカリキュラムや授業デザインの再構築に取り組んでいく必要性に迫

られている。

令和５年６月16日に第４次教育振興基本計画が閣議決定された。この中で、中央教

育審議会（以下中教審と表記）は「社会の現状や変化を踏まえて2040年以降の社会を展

望したとき、教育こそが、社会を牽引する駆動力の中核を担う営みである」と述べてい

る。その基本方針として「持続可能な社会の創り手の育成」と「日本社会に根ざしたウ

ェルビーイング向上」とを掲げた。

研究主題の「未来の創り手に必要な資質・能力」とは、予測困難で変化の激しい未来

の中で、持続可能な社会を切り拓くことのできる力の基盤となる資質・能力のことで

あり、この資質・能力とは、学習指導要領に述べられている「知識及び技能」、「思考

力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱に他ならない。

このような社会の動向を踏まえ、「未来の創り手に必要な資質・能力」を育成するた

めの授業デザインについて、研究を深めていくこととした。

（2）昨年度までの研究と生徒の実態から

本校は鹿児島県総合教育センター（以下教育センターと表記）と提携し、研究を進

めている。教育センターは令和２年度、「未来の創り手に必要な資質・能力を育成す

る学習指導」という研究主題のもと、「学びに向かう力」を涵養するための視点につい

て研究した。それを受けて本校では、生徒が自らの学びに対して責任ある意思をもち、

能動的な姿勢で「学び方」を会得していくための力を「学びに向かう力」として捉え、

その育成に必要な授業を創出したいという思いから、令和３年度の研究副主題を「生

徒が自らの学習のエージェントとなる授業デザイン」とし、実践した。

令和４年度は令和３年に中教審が取りまとめた「令和の日本型学校教育（答申）」（以

下令和の答申と表記）に着目し、各教科の特質と生徒実態を踏まえつつ「個別最適な学

び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ、「主体的・対話的で深い学び」を実現し

ていく授業デザインの研究・実践を行った。

１年目の昨年度は、令和の答申に示される「個別最適な学び」と「協働的な学び」を、

生徒の学びの場面における心情と関連付け、この二つの学びを具体的にどのように理

解し、捉えればよいのかを職員で話し合い整理した。（資料１）
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ここから、生徒が自らの学びを調整し、主体的に学んでいくためには、教師がこれ

まで以上に生徒一人一人の成長やつまずき、個々の興味・関心等を踏まえ、きめ細か

く指導・支援していくことの重要性が見えてきた。

また、「協働的な学び」は、個の学びをより深めるためのものであり、生徒の必要感

や教師の身に付けさせたい力との両方の視点から、二つの学びを行き来するものであ

ることも分かった。資料２は、昨年度研究の構想図である。これらの学びを実現する

ためには、生徒の動機付けや、課題に対し自己調整しながら最後まで粘り強く取り組

もうとする姿の涵養が必要であることから、学習指導要領が示す「資質・能力」の一つ

である、「学びに向かう力、人間性等」の涵養をより重視した授業デザインの在り方を

研究した。

資料１　吉田南中が捉えた「個別最適な学び」と「協働的な学び」における生徒と教師の視点

資料２「令和４年度　本校研究の構想図」

未来の創り手に必要な資質・能力の育成
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２　研究の主旨・内容・方法（副主題の設定理由と基礎研究）

（1）国際社会全体で求められている教育の在り方（基礎研究①）

「ＯＥＣＤ Education2030プロジェクト」において、ＯＥＣＤは今からの時代を生き

抜く子どもたちのキーコンピテンシーとして、「新たな価値を創造する力」「対立やジ

レンマを克服する力」「責任ある行動を取る力」の三点を挙げている。また、これらの

コンピテンシーを身に付けるための概念・学習プロセスのデザインとして

・生徒のエージェンシー（生徒の意欲が喚起される授業デザイン）

・教師のエージェンシー（教師の「専門性」）

・学習の相互関連性と実生活との関連認識

・生徒が十分な情報を与えられた上で、選択肢があり、自らが考える機会があること

等を挙げている。これらを総括的に考えると、各概念や考え方に新たな問いが立つため、

上記プロジェクトは時間をかけ、多岐にわたって議論していく必要があることが分かる。

例としては教師の「専門性」が、コロナ以前の時期とは明らかに異なる概念になってき

ているため、「教師の専門性とは何か」という新たな問いが生まれることになる。

（2）コンテンツベースからコンピテンシーベースへ（基礎研究②）

それでは、文部科学省や各地方自治体は学校教育の在り方をどのように捉えている

のか。2017年版学習指導要領において、学力論が内容中心（コンテンツベース）から、

資質・能力中心（コンピテンシーベース）へと、その質がシフトされ、授業の在り方な

ど、現場の教育方法にも変化が求められた。生徒に求められる資質・能力を育むため

に「主体的・対話的で深い学び」の実現が必要とされるようになったことが一つである。

この学びは教師による教授行為によって実現するものではなく、生徒側に生じる学び

の質によって実現するものである。すなわち、生徒のよりよい学びの質を保障するた

めに、教師は授業改善をする必要がある。

これは、従来の教師の「指導観」や生徒に対する「子供観」等に大きな一石を投じて

いる。教師が準備した授業のプランを大幅に超えて、生徒が学び方を選択する場面が

出てくるなど、「学びを生徒たちに委ねる」という教育活動に慣れていない教師が多い

と推察されるからである。

鹿児島県教育委員会は令和４年度の全国学力・学習状況調査の分析資料において、

鹿児島県の生徒の学力を以下のように分析し、全教師に訴えかけている。

（本県の児童生徒は）自己肯定感や挑戦心といった「学びに向かう力、人間性等」

に係る調査結果については、全国平均を相当程度下回る結果となりました。（この

ことを足がかりに）「学ぶ意味」や「学力の本質」といったものを今一度問い直し、

教師一人一人が持つ「観」を見つめ直すことを一緒にしていきたい。その結果とし

て、県教育委員会から提案したい学びの在り方が「学習者主体の学び」です。
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（3）昨年度までの研究まとめと今年度の方針（基礎研究③）

令和２年度、本校の研究結果を次のようにまとめている。

・�教師の意識により、発問の仕方や学習課題の提示の仕方、学習目標の立て方、

見通しのもたせ方等が、生徒の主体的な学びにつながるようなものに変化して

いる。教師がファシリテーター的役割に徹し、生徒が意欲的に、自律的に学び

ながら、達成感を得られるような学習につなげたい。

ここから、生徒が目の前の問題に対して、自らの意志と責任で能動的な問題解決者

となっていくことと、教師のファシリテーション力とが求められるといえる。

生徒の自律性育成に着目して研究した令和３年度のまとめは以下のとおりである。

・�生徒は「自律性」を自分事として捉え、近づく努力をしていた。その姿がまさに、

「学びに向かう力」が備わった主体的な姿であり、同時に対話的で深い学びにつ

ながったと思われる。

・�計画的に進める力、多面的・多角的な考え方から新しいアイデアや工夫を創造

する力などを育むための授業デザインを、様々な手法を用いて再構築していく

ことが、今後の課題である。

生徒の自律的な学びに一定の効果が見られたものの、見通しをもった学習計画を立

てる力や考える力の育成が課題であることが分かった。また、教師の授業デザインに

ついて研究を続けていく意義を確認できた。

個別最適な学びと協働的な学びを中心とした令和４年度のまとめは以下のとおり

である。

・�各教科の特性に応じ、新たな学習支援を行ったり、ＩＣＴを活用したりするこ

とで、生徒は自分に合った学習方法を徐々に選択・実践できるようになるなど、

自らの学びを調整する力の涵養につながった。

・�各教科の実践には、あまり効果的でなかった取組があったり、予期せぬ悩み・

つまずきに対する学習支援が不十分だったりと、改善点が出てきた。

一年目の研究でもあり、生徒に学びを委ねる上で、その支援方法について、教師に

も迷いがあったり、手探りで実施していたりする実態が見えてきた。換言すれば、こ

の数年間、一貫して教師の授業デザイン力とファシリテート力が問われ続けていると

いうことになる。

以上３年間にわたる研究を踏まえて、本論文の副主題を

「ジリツした学習者」としての生徒の育成を目指して
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とし、その進捗状況を整理するとともに、本校研究の課題を明らかにしようと考えた。

なお、ジリツを漢字表記していない理由は「自立」、「自律」のどちらも生徒のエージェ

ンシー形成に必要な要素であると捉えたからである。

３　研究の実際（実践研究）
教育センターでは、本年度から研究主題を「学習者主体の学びのデザイン～学び方

×ＩＣＴで多様な学びを選択する～」と設定し、研究を行っている。「学習者主体の学

び」とは、生徒が本来有能な学び手であることを前提に、生徒自身が「知識及び技能」

を獲得し「思考力、判断力、表現力等」を働かせ、自らの目標に向かって学びを駆動さ

せていく、生徒が主体となって展開する学びである。教師は、生徒の伴走者となり、

生徒が主体的に学べる機会を提供したり、働きかけを行ったりする。それを繰り返し

経験していく中で、生徒は主体的な学び手に成長していく。

これを受け、本校は「個別最適な学び」と「協働的な学び」の更なる充実を研究・実践

していく上で、既存の授業の在り方を見直し、生徒が進んで「主体的・対話的で深い学

び」を実現しようとする授業デザインを追究していくことにした。生徒が、自身の得意

不得意や興味・関心に応じて、適した学び方や追究したい問いを選択したり考案したり

するなど、選択機会を設けることで、主体的な学び手となれるように研究を進める。

資料３は、今年度、各教科が取り組んでいる授業デザインである。ここから二つの

学びの更なる充実に向けて、教科毎に実践したものを示す。

（1）　「個別最適な学び」　～生徒も教師も多様な学びを選択～　

　ア　教師の選択

➀　生徒の学びをより充実させるための新たな授業デザイン提案

各教科の学びの過程で、教科の「見方・考え方」を獲得させることは重要である。

そこで、各教科における「見方・考え方」を働かせながら、三つの資質・能力を磨く

資料３　本年度の各教科における研究の取組
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ことのできる「授業デザイン」を検討し、各教科において実践することとした。以下

に示すのはその例である。

【例１】予習型授業

本校における予習型授業の「予習」とは、教師が、これから学習することに関連す

る内容やキーワード、既習事項等を用いた課題を作成し、生徒が自分なりに考えて

くることを示す。例えば、数学（別添資料Ａ）では「因数分解とは何か、教科書等で

調べてくること」、理科では「イチゴは、有性生殖と無性生殖のどちらで増やすべき

か、その理由まで考えよ」といった、生徒が自分なりに考えをもつ学習活動である。

予習した生徒たちは、これから学習する内容について、ある程度の「見通し」と

「疑問」をもった状態になるため、能動的な授業参加ができる。また、疑問を解決す

るために、授業開始と同時に他者との協働的な学びを始めることができる。

教師にとっても、「学び合いの時間を十分に確保することができる」ことや「個々

の演習の時間を授業内で確保できる」こと、「授業の終末に次時の予習をする時間を

確保することで、次の授業まで学びを駆動させ続けることができたり、「予習」の取

組み方が分からない生徒へ「学び方」についての学び合いをさせることもできたりす

る」などの利点がある。

このように予習型授業は、生徒が個別最適かつ協働的な学びを実現することを可

能とする有効な手立ての一つであるといえる。本校では今年度、数学科、理科が独

自の工夫を取り入れて実践している。また、一単位時間ごとではなく、新たな単元

に入る前に「予習」を取り入れることで、生徒の次時への意欲や既習事項との関連

性・連動性に気付かせる工夫をした教科（保健体育科）もある（資料４）。

資料４　従来の授業と予習型授業のイメージ図
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【例２】単元内自由進度学習

自由進度学習とは、1980年代に愛知県東浦町立緒川小学校が「一人ひとりの個性

に合わせた深い学びを実現する教科の一人学び」を目指して積み重ねた実践で、授

業の「進度」と「学び方」を、個々の学習者に委ね、各自が最適と考える学習計画を

立て、自らの判断と責任で「自由」に学習していくという学習手法の一つである。

自由進度学習には、「単元内」、「教科内」など様々な種類がある。生徒は、単元の

目標とゴール、単元で設定された時間を把握した上で、目標達成のために、自分に

適していると判断した学習方法や材料を、複数の中から選択したり、知識や経験を

もとに新たなものを考案したりし、各自の進度と学び方で学習を進める。教師は、

生徒の進捗状況や理解度を把握し、個の支援や、必要に応じて学び合いを生み出す

工夫など、ファシリテーションを行う。自由進度学習の学びを重ねるごとに、自ら

学ぶ力や自ら考える力、学習を調整する力や工夫する力、また、学びを振り返る力

等が伸び、ジリツした学習者へと成長していく効果があると言われている。今年度

は、国語科、美術科、音楽科において独自の工夫をしながら、単元内自由進度学習

の研究・実践を行っている（資料５）。

【例１・２】はあくまで手立ての一つとして捉えており、これらの手法に取組むこ

とそのものが目的となってはいけないと考える。また、どの教科・単元においても

効果的な方法であるとは限らないため、実施目的を明確にもち、取り入れていく必

要がある。　

資料５　従来の授業と単元内自由進度学習のイメージ図
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➁　自らの考えを形成するための手立て　

生徒アンケートの結果（別添資料Ｂ）より、「自らの考えや意見をうまくまとめら

れない時があるか」という質問に対し、約半数の生徒が「たまにある」と回答した。

これは「考えの形成」に関わる部分である。

自らの考えを形成するためには、まず、問いに対する自分なりの立場や意見をも

つ必要がある。その上で、その立場や意見に対する根拠を明確にし、言語化できる

と、自分の考えに自信をもつことができる。根拠は、自身の中だけで完結するので

はなく、他者との聴き合いや学び合いの中で確かなものになる。これまでも指導の

際は日常的に「根拠は何か」と問うているが、生徒が「自らの考えや意見をうまく形

成し、まとめることができている」と実感できるよう、授業を工夫していく必要があ

る。以下に国語科の事例を提示する（資料６）。

　イ　生徒の選択

➀　「個別最適な学び」を支える「学習の自己決定」

生徒の主体的な学びを保障するためには、一単元ないしは一単位時間の中で、自

己決定をさせる機会があることが重要であると考えられる。

生徒が進んで学習に取組む中で深い学びにたどり着くために、追究したい課題や

学習方法を選択できる機会を設けることが重要であり、それが自己決定力を高めて

いくことに繋がっていく。そこで、本校では、一単元ないしは一単位時間において、

生徒が自ら選択する機会を設定するようにした。以下、各教科の取組の一部を整理

したものである（資料７）。

資料６　国語科の事例
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（2）　「協働的な学び」　～個の学びの拡充・深化～

「個別最適な学び」が「孤立した学び」に陥らないよう、「主体的・対話的で深い学

び」の実現に向けた授業をデザインし、異なる見方や考え方を組み合わせ、生徒一人

一人の良い点や可能性を生かすことで、よりよい「学び合い」の中で個の学びを拡充・

深化させていきたい。そこで、以下のような手立てを生徒の実態に応じて講じた。

　ア　教科の「見方・考え方」を基にした学び合いのための観点の明示

学び合いで、論点を見失ったり、意見の伝え合いに終始したりし、個の学びが深

まらないことがある。それを防ぐため、教師は、生徒の対話の際、どのような発言

ができていればよいのかを具体的にイメージし、必要な手立てを講じる必要がある。

その一つの方法として、教科の「見方・考え方」をもとにした観点の明示の例を取り

上げる（資料８）。

資料７　選択する学びの例

資料８　第三学年　数学　事例
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　イ　教科の「見方・考え方」を基にした「対話の型」等の例示

アンケートの中で、「説明の仕方」や「質問の仕方」が分からない、といった悩み・

つまずきを感じている生徒が多くいた。そこで、その時の悩み・つまずきはどのよ

うなものなのか、生徒の悩み・つまずきと必要な手立ての一例を整理した（資料９）。

そこから、その内容・要因は多岐に渡ることが分かった。

資料９にあるように、教師は、生徒がどのような悩み・つまずきを感じているのか

を把握し、個への支援・指導を行う必要がある。例えば、「説明や対話をする際の型

（例１）」や「話合いの目的を示したもの（例２）」などを作成し、生徒が困った時や、よ

りよい解決策や答えを話し合う時のツールとして活用させる。

　ウ　「協働的な学び」を支える「対話スキル」の獲得

本校では、生徒会活動において話合い活動を充実させられるよう、昨年度から、

質問や意見を述べる時の手助けとしての「発言プロカード」と、話合いの質を高め

るための「対話ジリッチェ」（ジリツのチェックの略称で本校の造語）（別添資料Ｃ）

を活用している。これらは、生徒の実態に合わせて項目を検討し、授業等での汎用

資料９　生徒の悩み・つまずきとそれに対する手立て　イメージ図
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性を意識して作成したものである。生徒は、質疑で困った時には「発言プロカード」

を、話合い活動で困った時には「対話ジリッチェ」を参考に、他者と対話している。

毎月の生徒会活動で繰り返し活用していくことで、授業における協働的な学びの場

面にも効果が見られると考えている。そのために、会ごとに教師が価値付けをし、

その効果を生徒たちが振り返る機会が必要である。

４　研究の成果と課題

（1）各教科の実践

各教科の研究実践例の一部を簡潔にまとめた。
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（2）まとめと今後の課題

今年度は、引き続き、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実について

研究・実践を進めてきた。昨年度の研究課題と今年度の生徒の実態を踏まえ、二つの学

びの手立てをブラッシュアップすることにより、「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の一体的充実をねらった結果、各教科において次のような取組と成果があった。

生徒が主体的・協働的に学習に取組むことで、自他の学びを拡充・深化させていける

ような授業デザインの一つとして、本年度は、数学科・理科・保健体育科が「予習型学

習（予習型的学習）」を、国語科・美術科が「自由進度学習」を取り入れ、研究・実践を行

った。

予習型学習により、生徒は、次時の見通しをもって授業に臨むことができ、主体的な

学びの原動力となる「知りたい・確かめたい」といった学習意欲や、課題追究のきっかけ

となる「問い」をもって能動的に授業に取組む姿が見られた。加えて、個々のレディネス
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がある程度揃えられたことで、学び合いの時間の十分な確保と共に、質の高まりが見ら

れ、よりよい解決策や答えにたどり着く生徒が増えた。

自由進度学習では、生徒はこれまで以上に「学び方」にこだわり、自身の課題解決に

適した解決方法を考え、既習の方法や新たなアイデアをもとに試行錯誤し、時には他者

の学びの内容からヒントを得ながら、よりよい解決策を導き出そうとする姿が見られた。

教師は、生徒が自分で学びを組み立てていけるよう、生徒の学びを予想し、個々の学び

の状況を確かめた上で、効果的と考える手立てを行った。また、生徒が協働的な学びか

ら新たな気づきや深まりにたどり着けるよう、生徒同士をつなぐファシリテーターとし

ての役割を担った。これにより、自らの学習課題や自身の特性に適した「学び方」を習得

でき、生徒が自分の理解度や追究したいことに応じて学習進度を調整したことで、一人

一人の学びが深まっていく姿を見取れた。

さらに、社会科では「カリキュラムの配列の見直し」に着目し、単元をまたいで問い続

けることで学びを拡充・深化させていく単元配列の組み換えを考案した。各単元の学び

を関連付けながら課題解決を行うことで、生徒はよりよい解決策や答えについて根拠を

もって説明し合う姿を見取ることができた。

ただし、全ての教科や単元において、授業の流れの変更が効果的とは考えていない。

教科の特性や生徒の実態を踏まえた上で、生徒が主体的に学び、資質・能力を高めるた

めに効果的な方法は何なのかを教師が判断し選択できること、それらの選択肢をもって

おくことが重要である。

「個別最適な学び」の手立てについて、英語科では、語彙リストの帯活動の中で「学び

方を学ぶ」学習を取り入れた。特に１年生において「知識・技能」に関する様々な学び方

を体験させることで、どの学び方が自分に適しているかを理解し、選択する能力を高め

られた。また音楽科では、「改善方策シート」や「模範演奏動画」を作成し個のつまずき

を支援する手立てを講じ、それぞれが選択した方法で演奏技能を高めていた。

「協働的な学び」の手立てについて、課題解決のヒントや考え方の道標となる「観点」を

与えたり、対話で困った際に「説明の型」や「対話の型」を提示したりといった、生徒の

悩み・つまずきに寄り添った手立てを講じた。他者と関わりながら、誰と、何に着目し、

何を語り、最終的にどうしたいのかを意識しながら話合いを行う姿が見られ、よりよい

解決策や答えを導き出そうとしていた。

このように、これまでの研究の課題や各教科の特性に応じ「個別最適な学び」と「協働

的な学び」の更なる充実を目指して研究実践を行ったことで、生徒の「自ら学習を進め、

他者との対話を通して、よりよい解決策や答えを導き出そうとする姿」を見取ることがで

き、一定の成果があったと考えられる。

一方で、「協働的な学び」について、例えば「他者からヒントではなく答えを得ようとし

てしまう」、「出し合ってまとまった考えについて問い直そうとしない」などの実態が見ら

れ、共に学び合いながら考えを広げることはできても深めていくことに課題が残った。

「個別最適な学び」だけでなく、生徒たちがこれから羽ばたいていく社会で必要とされ
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る資質・能力の一つでもある「協働する力」を高めるための手立てについて、今後も研究

を進め、「ジリツした学習者」の育成に努めていきたい。

引用・参考文献
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１　研究の主旨
令和５年３月、定年後、念願が叶って現在、再任用フルタイムで小学校理科専科の

加配教員として三島市立山田小学校に勤務している。定年までの38年間の中で小学校

には３年間の勤務経験があるものの、管理職としての勤務だったので、理科授業のほ

とんどは中学校で行ってきたということになる。よって、現在携わっている小学校で

の理科授業は、義務教育９年間の理科教育を見通した指導計画をしっかりと立てるこ

とができ、メリハリのある授業内容となっている。

さて、理科教育の４区分のうち、生命区分は動植物を扱うため、かねてから飼育や

栽培のタイミングと、それに合わせた観察と実験を行うための指導計画の調整が課題

であった。

また、教科書は全国の小中学校で汎用できる実験試料を扱っているため、時として、

その地域に合致していない場合がある。その一例が、小学校第５学年で扱っているメ

ダカである。静岡県の場合、東京書籍、大日本図書、啓林館が採択教科書であるが、

そのどれもがヒメダカを扱っている。しかしながら、静岡県東部、特に三島市におい

ては、田んぼや河川のコンクリートによる整備と、昨今の地球温暖化によって、クロ

メダカやヒメダカを見かけることはなくなってしまった。

そこで、三島市の河川でよく見かけることができるオイカワを実験試料として扱い

（資料１）、シートン動物記に習って児童一人一人が動物物語を編集すれば、文系思考

が強い児童も含め、全児童が魚類の生態を洞察的に観察する力が身に付くであろうと

いう仮説を立て、研究することにした。

２　研究の内容と方法

（1）研究の内容

内容１：�三島市の清流に生息するオイカワの生態を調査し、飼育が難しいとされる雨

季と夏季の飼育方法を見いだす。

内容２：�動物文学中のいろいろな動物物語を検証し、児童が編集するのに相応しい著

書を選択する。

内容３：�児童がオイカワを主人公にして動物物語を編集し、オイカワの雄雌の違い、

ひれの位置、走性などの生態を洞察的に観察する。

資料１　オイカワの採用

普通種：オイカワ 教科書：ヒメダカ
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（2）研究の方法

R04	 ８月	 三島市内の淡水魚調査　

		  　�三島市内を流れる源兵衛川に生息する淡水魚について、その同定と生息

域を調査する。

	 10月	 淡水魚の飼育方法調査

		  　�山梨県立富士湧水の里水族館を訪問し、淡水魚の飼育方法について、理

論と実際を調査する。

R05	 ３月	 普通種の調査　

		  　�神奈川県立生命の星・地球博物館を訪問し、普通種について、過去と現

在の種の変更について調査する。

	 ４月	 飼育用水槽の立ち上げ　

		  　�飼育用の水槽を３つ用意し、オイカワを入れる前に、バクテリアの繁殖

を促し、循環型のアクアリウムを作る。

	 ５月	 オイカワを投入

		  　�３つの飼育用水槽にそれぞれ計画的にオイカワを投入する。①雄1匹と

雌1匹、②小型６匹、③大型４匹と小型４匹である。

	 ６月	 動物文学の調査

		  　�シートン動物記をはじめ、ファーブル昆虫記、小鹿物語などの動物物語

を調査し、生態学の色合いの濃い著書を選択する。

	 ７月	 動物物語の編集

		  　�児童一人一人がオイカワを主人公にした動物物語を、独自の感性で編集

する。その際、生態を洞察するヒントについて助言する。

	 ８月	 評価

		  　��児童の作品を読み解いて評価する。その際、生態学の観点（体のつくり、

走性など）の含み度合いに注目する。

３　具体的な活動

（1）研究内容１

三島市の清流に生息するオイカワの生態を調査し、飼育が難しいとされる雨季と夏

季の飼育方法を見いだす。

ア　三島市内の淡水魚調査

メダカは大きな目が頭部の上から飛び出しているので、そのように呼ばれている

普通種であるが、田んぼの減反とあぜ道のコンクリート化で見つけるのが難しくな

った。三島郵便局の北側にある小川に数匹を発見した（資料２）。三島市の現在の普

通種はオイカワとアブラハヤであろう。市内を流れる源平衛川などでよく見かける

ことができる。コイは大場川などで見ることができるがほとんどが外来種なので扱

わないことにした。
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イ　山梨県立富士湧水の里水族館を訪問

当水族館は山梨県の忍野村にあり、日本最大の淡水魚であるイトウの飼育で有名

である。イトウやニジマスなどの大型と、ヤマメやオイカワなどの小型が二重の水

槽で区切られて水流に逆らって泳いでいるので、まるでガラスに張り付いたように

見え、感激した。ここでは清流に生息するオイカワなどの飼育方法を調査した。メ

ダカやキンギョに比べて６月と７月の高温に弱く、またそれに乗じて酸素濃度が低

くなることが課題である（資料３）。

ウ　神奈川県立生命の星・地球博物館を訪問

当博物館で普通種について特別展示をしていたので訪問した。普通種という言葉

は聞きなれないが希少種の反対語である。この展示で普通種のオイカワに注目し、

三島市でもオイカワが普通種であることを確信した（資料４）。普通種は希少種では

ないのであまり注目されないが、普通にその辺にいるので、生態を観察するにはう

ってつけである。三島市では、もはやメダカは希少種であるので、実験試料として

は不適切であると考える。

資料２　三島市で発見したメダカ（クロメダカ）

三島郵便局の北西方向 希少種：クロメダカ

資料３　山梨県立富士湧水の里水族館を訪問

小型淡水魚の回遊 大型淡水魚イトウの回遊
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エ　飼育用水槽の立ち上げ

水槽にオイカワを投入する前に１か月をかけて飼育用水槽を立ち上げた。山梨

県立富士湧水の里水族館で学んだスキルを活かして、ろ過装置は対流型にし、高温

対策で風通しのよい廊下に３台を設置、窓には暗幕を付けた。また同時に、ろ過器

のろ紙と、水槽の底の砂利にバクテリアを繁殖させ、１か月後、水質が無色透明に

なるまで安定したので、オイカワ20匹を投入することができた（資料５）。

オ　日頃のメンテナンス

週休日を含め毎日のメンテナンスが必要である。餌は毎日、午前７時に薬さじ１

杯を１回与え、同時にバクテリアを水20ｌあたり20ｍｌ投入した。水の入替えは週

に１回、全体の３分の２を交換、この時、大気圧を利用したポンプで排水するが、

水槽の底に溜まっているフンや餌の残物を吸いだした。高温対策で毎日、朝と夕方、

廊下の窓を開けて空気を入れ替えた。

資料４　神奈川県立生命の星・地球博物館を訪問

普通種の企画展 普通種のオイカワの標本

資料５　３台の水槽にオイカワを投入

3台の水槽を設置 バクテリアの繁殖
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（2）研究内容２

動物文学中のいろいろな動物物語を検証し、児童が編集するのに相応しい著書を選

択する。

ア　動物文学の調査

児童が生態学に取り組むにあたり、理科好きな児童はもちろん、理科が少し嫌い

で、しかも事実が端的に連なる論文や説明文が苦手でも、動物文学のように、動物

が主人公になって人間のようにしゃべったり感情を持ったりしていれば、生態学を

弊害なく始められると考えた。

動物文学には童話や小説などもあるが、生態学として扱うので、科学的な視点、

客観的な観察を重視し、いわゆるメルヘンチックな文学は扱わないことにした。

そうなると、「イソップ寓話」や「吾輩は猫である」は小説性が濃いということに

なり、対して、「博物誌」や「ビーグル号航海記」「ファーブル昆虫記」は、本来は生

物の生態の記録であったものに人間性を入れて、読者がなじめるようになっている。

これらの中でも、「シートン動物記」は動物たちの行動をしっかり観察して、生態

学そのものを書き上げているので、最適と考える。

イ　シートン動物記の調査

この著書を調べると、当初は児童向けではなかったようで、しかしながら、その

後、動物の一生や、動物の自然界での役割が動物愛護の精神を説くのに必要である

ことが取り上げられると、児童向けの動物物語として、人の言葉を話す動物が登場

し、再び出版されたという経緯があるようだ。

シートン動物記は当時としては新分野で、なるほど、内容は生態学そのもので、

読んでいるうちに例えば、オオカミ「ロボ」についても、とてもドラマチックで、オ

オカミの生活や一生が順序よくわかるようになっている。

ウ　シートン動物記の導入

論文や説明文が苦手な児童でも、シートン動物記を提示すれば、関心をもって生

態学に飛びつくと考え、まずは大学教授が書き上げた論文を提示し、次にシートン

動物記を提示した（資料６）。

資料６　シートン動物記の採用

通常の論文 シートン動物記
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両者を比較すると、後者は文章そのものは長くなるものの、児童らにとっては人

間味のあるオオカミ「ロボ」が自分や仲間のことを考えて行動するところに関心が沸

き、挿絵がなくても脳裏にその光景が思い浮かび、ついては、この後、オイカワを

主人公に物語を編集する制作意欲が沸いてくるというものである。

（3）研究内容３

児童がオイカワを主人公に見立てて動物物語を編集し、オイカワの雄雌の違い、ひ

れの位置、走性などの生態を洞察的に観察する。

ア　児童による水槽①、②、③の選定

設置した３つの水槽には、それぞれ、①雄1匹と雌1匹、②小型６匹、③大型４匹

と小型４匹を入れた。これはオイカワの走性を引き出すために計画的に入れたもの

である（資料７）。

①の水槽は雄が雌を追い回す行動を想定したもので、計画通り６月の繁殖期にな

ると雄は体表に赤褐色と紺色の縞模様が鮮明に出て、ひれも大きくなって赤褐色が

入り混じるようになった。そして雌を執拗に追い、児童の関心を呼ぶところである。

②の水槽は同じ大きさのオイカワが集団行動をすることを想定したもので、計画

通り５月中には６匹が揃って対流に向かって泳ぎ、静止したように見えるようにな

った。人影が近づけば６匹が水槽の隅に隠れるようになり、これも児童の関心を呼

ぶものである。

③の水槽は体の大きさが異なるオイカワを混在させた。これは山梨県立富士湧水

の里水族館で学んだスキルとしては不適切な手法であるが、大きなものが小さなも

のを追い出す縄張り行動を想定したもので、計画通り５月中には大きなものと小さ

なものが水槽の中で分かれた集団になった。餌を与えた際も大きなものの集団が食

べた後から、小さなものの集団が追って食べるなど、興味深い行動が見え始めた。

これも児童の関心を呼ぶものである。

児童一人一人は、これら３つの水槽から１つを選定し、主人公のオイカワを決め

て物語を脳裏で組み立てるが、物語に発展性がなければ、別の水槽に変える児童も

いた。ここで重要なのは、オイカワの行動を詳細に観察することが、生態学の基本

であることを繰り返し確認した。

資料７　３種類の水槽

水槽① 水槽② 水槽③
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イ　１時限当たり３回の個別による観察

オイカワの観察はクラスを３集団に分け、１集団が1時限の授業の中で1回あた

り５分間の観察を３回繰り返すようにした。児童らは他の集団が観察している間は、

個々に物語を編集した。編集している間にオイカワの行動に課題を見つけては、次

の観察の機会にそれを確認していた。

児童一人一人の観察力は回を重ねるごとに洞察的になり、オイカワの体の形がい

わゆる流線形で美しく、速く泳ぐ魚類であること、また、ひれは胸びれ、腹びれ、

尻びれ、尾びれ、第一背びれから成り、典型的な魚類の体のつくりをしていること

に魅了されたようだ。

①の水槽を観察していた集団は、雄の体表の柄が雌のそれとは大きく異なってい

ることを容易に見いだしていた。また、どのひれも雄の方が雌よりも断然に大きい

ことから雌雄の区別も容易であった。雄は雌を水槽の壁に衝突する寸前まで追い回

し、争いをしているかのように見えたようだ。これらの行動は物語を編集する際、

内容に広がりが生まれることが期待できる（資料８）。

②の水槽を観察していた集団は、対流型ろ過装置によって水槽の中で一方向に水

流が生じ、６匹すべてのオイカワがその流れに向かって泳いでいることから、推進

力と水流力がちょうどつり合い、結果、６匹が水中で静止しているように見えてい

ることに不思議さを感じていた。このオイカワの行動こそが水流に対する負の走性

で、期待していた観察眼であった。また、先頭にいるリーダーが動く方向に残りの

５匹がついていく様を集団行動と捉え、物語を編集する好材料になった（資料９）。

資料８　水槽①（雄1匹・雌1匹）

全体の観察 雄の体表の観察

資料９　水槽②（小型６匹）

全体の観察 集団行動の観察
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③の水槽を観察していた集団は、大型のオイカワの集団と、小型のオイカワの集

団のそれぞれの行動の違いに着目していた。同じ種なのに、大きさという単純な差

で集団が分かれることに課題を見いだしたようだ。この状況は山梨県立富士湧水の

里水族館でも同様で、水槽を二重にして大型と小型を分けていたことを思い出す。

これは体がある程度の大きさになると性差が生じ、行動にも差が生じることが洞察

できる。これらの観察で得た材料は、物語を編集する際に奥深いものになると予想

する（資料10）。

ウ　全３時間をかけた協働による編集作業

上記のイの活動を、全３時間をかけて行った。編集作業はタブレット内にインス

トールされているアプリ「MetaMoji ClassRoom」を利用した。これを利用することに

よって、教師は常時、児童一人一人の作品を個別に確認することができ、助言とし

て書き込むこともできた。また、授業前に電子黒板あるいはタブレットの画面に、

全児童の作品を一つ一つ紹介できることから、共有もできる。児童らは物語を編集

する際は、集団の中でお互いに作品を確認し合いながら、時には、友だちの観察結

果を自分の作品に取り込むという、いわゆる協働活動を重ねた（資料11）。

資料11　動物物語の編集

個別の編集作業 協働での編集作業

資料10　水槽③（大型4匹・小型4匹）

全体の観察 大型と小型の２集団
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①の水槽を選んだ児童は、その多くが雌を追いかける雄に様々な名前を付けて主

人公にしていた。ある児童は第一章から始まる神の世界を背景にした大作を、ある

児童は弱い雌を病気に仕立てた物語を、ある児童は水槽の壁を突く行動に注目した

物語を、ある児童は雄がよく飛び跳ねる行動から川に出て冒険する物語を、ある児

童は雄と雌の関係をいじめになぞらえた物語を、ある児童は雄と雌の恋の物語を、

ある児童は外敵と戦う物語を、ある児童は買い物に出かける物語などを編集した

（資料12）。

②の水槽を選んだ児童は、６匹全体を主人公にした物語が多かった。ある児童は

６匹が捕まった物語を、ある児童は戯曲に似た物語を、ある児童は隣の水槽のオイ

カワとかかわる物語を、ある児童は６匹が餌を食べたり方向を変えたりする際の集

団行動の物語を、ある児童は６匹で旅に出る物語を、ある児童は餌をお弁当になぞ

らえて探す物語を、ある児童は６匹が別の種類の魚類に遭遇した物語を、ある児童

は６匹がレースに出る物語を、ある児童は水槽を水族館にした物語を、ある児童は

学級を想定した物語などを編集した（資料13）。

資料12　水槽①の作品

資料13　水槽②の作品
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③の水槽を選んだ児童は、その多くが大型の集団の中のリーダーに名前を付けて

主人公にしていた。ある児童は政治を背景にした物語を、ある児童は小型のオイカ

ワを主人公にして逃避する物語を、ある児童は王国と税金を背景にした物語を、あ

る児童は二つの集団が喧嘩をする物語を、ある児童は８匹の人間関係を題材にした

物語を、ある児童は家族を想定した物語を、ある児童は全部に名前を付けて村の運

営の物語を、ある児童は戦争を想定した物語を、ある児童は古代の時代を背景にし

た物語を、ある児童は大自然を背景にした物語を、ある児童は世紀末の物語などを

編集した（資料14）。

４　研究の成果
ア　研究内容１（オイカワの飼育）の成果

オイカワの飼育は死亡数が２匹に留まったことから成功したと判断する。４月の

飼育用水槽の安定から始まって、５月のオイカワの投入、６月の展示、７月の観察

という経緯を順調にたどることができた。最も神経質になった水温の上昇も最高で

25℃に抑えることができ、また、水質についてもバクテリアが十分に繁殖したので

好循環型のアクアリウムとなり、クリアな視界を確保することができた（資料15）。

資料14　水槽③の作品

資料15　成果：研究内容1（オイカワの飼育）

クリアな視界 好循環のアクアリウム



71

イ　研究内容２（シートン動物記の採用）の成果

数ある動物物語の中からシートン動物記を選択したことは適切であったと判断す

る。三島市の河川に生息する普通種としてオイカワを取り上げ、この生態を観察する

意欲を最大限に増幅するために、動物文学を採用したことで、ほとんどの児童が飽き

ることなく３時間の観察及び動物物語の編集作業に興じることができた（資料16）。

ウ　研究内容３の成果（動物物語の編集）

ほとんどの児童（90人中88人）が動物物語の編集を手がけることができたこと

は、文系思考が強い児童も巻き込むことができたと判断する。400文字のページを

２ページまで書いた児童は90人中57人、３ページまで書いた生徒は90人中31人

いた（資料17）。

資料16　成果：研究内容2（シートン動物記の選択）

たゆまない観察意欲 たゆまない編集意欲

資料17　成果：研究内容3（動物物語の編集）

5ページまで書き上げた児童 6ページまで書き上げた児童
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５　今後の課題
小学校第５学年の生命区分で扱うメダカの生態について、山梨県立富士湧水の里水

族館と神奈川県立生命の星・地球博物館への訪問をきっかけに、三島市で扱う地域教

材として普通種であるオイカワを選択し、さらには児童の観察力を高めるために動物

文学を採用したことは新しい試みで、成果を上げたと判断するが、今後の課題として、

これらの一連の教育活動を持続可能にしていくには、小学校理科専科教員の確実な配

置と、それに伴う予算の確保が必須であると考える。

7ページまで書き上げた児童 8ページまで書き上げた児童
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研究題目

地域の未来を賭けた 「鳥工版STEAM教育」 の実践
～どうすれば 「STEAM教育」 はうまくいくのか～

１　STEAM教育に取り組むに至った背景

２　「鳥工版STEAM教育」 の定義

３　授業実践の紹介

（1） オリジナル小説動画の制作

　　（文学×地理学・生物学など×芸術×ICT）

（2） 虹の色から始める異文化理解

　　（物理×美術史×科学史×国際文化×ICT）

（3） ビジネスプランの企画・提案

　　（経営学×メディア学×環境学×家庭科×ICT）

４　どうすれば 「STEAM教育」 はうまくいくのか

５　終わりに

目　　次

鳥取県立鳥取工業高等学校　主幹教諭　　尾﨑　昭彦
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１　STEAM教育に取り組むに至った背景
「鳥取県」と聞いて連想するものといえば、おそらく多くの人が「砂丘」と答えるだ

ろう。私も大学時代に上京した際、全国から集まった同級生たちに自分が鳥取県から

来たことを告げると、必ず相手から「砂丘」という言葉が出てきたものだ。中には、空

漠とした砂漠の中にオアシスのように鳥取市があると思い込んでいた同級生もいた。

鳥取県は、昭和から平成にかけて、電気機械製造、精密加工技術、電子部品・電子

基板、バイオテクノロジー分野など、様々な産業により発展してきた。鳥取市内の工

業団地に隣接する鳥取県立鳥取工業高等学校は、1939年の創立以来、それらの地域産

業を支える人材を数多く育成してきた。

そんな中、世の中の状況は大きく変化してきた。グローバル化の進展とともに諸外

国との競争が激化し、デジタル分野を中心とした技術革新も加速度的に進んできた。

鳥取県でも、これまでの産業に加え、DXの推進、脱炭素関連・宇宙・航空などの次世

代成長分野の進展など、様々な面での対応が求められるようになった。2023年7月に

は、起伏や砂の細かさが月面に似ているといわれる鳥取砂丘に、月面探査車の実証実

験を行う拠点施設「ルナテラス」が完成し、現在、デジタル技術を駆使しながら高い精

度で金属加工を行う企業などが宇宙関連産業に名乗りを上げている。

こうした時代の変革期にあって、地域産業を支え、地域の発展を目指す本校が、ど

のような人材を、どのような方法で育成するのか、地域の未来を賭けた「鳥工版STEAM

教育」について、実際の授業実践を紹介しながら以下に述べていきたい。

２　「鳥工版STEAM教育」 の定義
STEAM教育とは、科学（Science）、技術（Technology）、工学（Engineering）、リベラル・

アーツ（Arts）、数学（Mathematics）の頭文字を取った略語であり、これらの異なる学問

領域を統合的に取り入れて教育を行うアプローチである。課題に対して、異なる領域

の知識やスキルを関連させながら対処していくことで、思考力・表現力・洞察力・技

術力・協働力など、様々な力を身に付けることができるとして、2006年頃からアメリ

カで始まり、その後インド・中国・フィンランドなど各国に広まっていった。

日本でも近年、STEAM教育に取り組む学校が増えてきた。しかし、STEAM教育はそ

の性質上、中学生や高校生にとって非常に難度の高い学習であるため、ややもすれば

「地域の課題を扱いさえすればSTEAM教育」「ICT機器を使いさえすればSTEAM教育」「ロ

ボット作りをすればSTEAM教育」「スライドを作って発表すればSTEAM教育」などと安

易に考えられたり、「生徒の自主性」という言葉のもと、生徒が探究を深めていくため

のサポートを教師が十分にせず、生徒に任せきりにしたりすることがある。

ものづくり人材を育成する本校では、「鳥工版STEAM教育」の定義を「ある物事やテ

ーマについて、複数の学問領域を統合しながら《科学者》のように探究し、最終的に

《アーティスト》のように見ごたえのあるArt（作品）を創り上げる活動」とし（図１）、
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2021年度から取り組んでいる。ものづくりを楽しみ、技術の向上を楽しみ、人の役に

立つ喜びを感じるために、教師が生徒たちを全面的にサポートしている。

３　授業実践の紹介
私の担当教科は国語であり、2021年度から現任校に勤務し、いずれの年度も3年生

の授業を担当している。時代の変革期にあって、地域の発展のために楽しみながら貢

献できる人間を育てたい一心でSTEAM教育に取り組んでいるが、ここでは私がこの3年

間に実践した授業の中から3例紹介したい。

（1）オリジナル小説動画の制作 （文学×地理学・生物学など×芸術×ICT）

　第１段階　表現力・想像力を育てる（文学）

芥川龍之介の「羅生門」が国語の教科書に載っている。下人が羅生門の2階に上がり、

死体の髪の毛を1本ずつ抜く不気味な老婆を見る場面があるが、その時の下人の様子

を表す表現が「六分の恐怖と四分の好奇心とに動かされて、暫時は息をするのさえ忘

れていた。」というものだ。

初めにこの部分を空欄にしたプリントを配付し、どんな表現が入るのか想像させた

ところ、ほとんどの生徒が「老婆をじっと見ていた」などと入れた。生徒同士で紹介し

合った後、実際の小説は先のような表現だと伝えると、生徒たちは「へえ～」となった。

他の教材でも同様のプリントを配り、空欄に入る表現を考えさせることを繰り返した。

表現を入れることに慣れてくると、今度は本文を途中までしか載せていないプリン

トを配り、続きを想像させて書かせた。表現力自体は以前よりも向上しているため、

それなりにうまいことは書く。しかし内容は今一つのものが多い。これも後で実際の

図１　鳥工版STEAM教育
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小説の続きを紹介すると「へえ～」となった。

2021年9月、私は「そろそろ短い小説なら書けるかもしれない。将来企業や地域の

PR動画を制作する生徒もいるだろうから小説の動画化にも挑戦しよう」と考えた。こ

のように、最初からいきなりオリジナル小説動画を制作するのではなく、教科書の教

材を中心に表現力や想像力を少しずつ鍛え、その成果として小説執筆や動画制作を行

った。

　第２段階　小説の執筆（文学×地理学・生物学など）

授業は、小説を執筆しながら調べたいことが出てきた時にすぐに本やパソコンで調

べられるよう、ほぼ全ての時間を図書館で行った。話のネタが全く思い浮かばない生

徒や、毎日スマートフォンでフリック入力ばかりしているためにキーボードがスムー

ズに打てない生徒もおり、ある生徒が言っていたが「これは本当に終わらないかもし

れない」と思われた。しかし、仲間と意見交換をしながら進めるうちに少しずつ手応

えをつかみ始め、授業の50分間があっという間に終わるようになった（図２）。

生徒たちの小説は実に様々であった。中でも東北地方のある漁村の暮らしを描いた

小説の「雪国って...なんてあたたかいのだろう」というセリフが強く印象に残ってい

る。今回の活動でよく分かったのだが、小説というのは、地理学や生物学など、話の

内容に関連する詳しい情報や知識を入念に調べないと、とても書けるものではない。

蝶の一生を描いた生徒は、蝶の生態について書籍やパソコンで熱心に調べていた。東

北地方の漁村の暮らしを描いた生徒は、青森県

の深浦町という人口約7,000人の小さな漁村を

舞台にしていたが、町の歴史（古くから北前船

が立ち寄る港であったらしい）、マグロの水揚

げ量、日の出日の入りの時刻、希少生物、地理

的特徴など、様々なことを調べていた。後で本

人から聞いたのだが、役場に直接電話して尋ね

たこともあったそうだ。

　第３段階　動画の制作（芸術×ICT）

書き上げた小説は、生徒同士で協働しながら

動画化した。当然、高校生である生徒たちは自

らの生活圏内にしかロケに行けない（ましてや

蝶の一生を撮影することなどできない）ため、

全場面を映像化するに至らない生徒も多くい

た。それでも可能な限り撮影を行い、色彩や音

などの演出を工夫しながら、熱心に作品を創

っていった。作品と制作過程の一部は、担任、

学年主任、保護者などに事前に視聴していただき、コメント動画を収録しておいた

（図３）。上映会の最後にそれらのコメント動画がサプライズとして流れると、生徒た

図２ 小説執筆時の意見交換

図３　コメント動画
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ちはとても驚いていた（図４）。次にオリジナル

小説動画の制作の授業を行う時には、大学の芸

術系学部と連携したいと考えている。

《科学者》のように探究し、《アーティスト》

のように作品を創り上げる。4ヶ月に及ぶ活動

となったが、様々な要素を統合しながら作品を

創る楽しさを皆が実感した。

（2）虹の色から始める異文化理解 （物理×美術史×科学史×国際文化×ICT）

グローバル化の進展に伴い、鳥取県内でも外国人の姿を多く見かけるようになった。

本校の生徒たちの多くは英語があまり得意でないため、社会に出た時、外国人を相手

にしどろもどろになりながら片言の英語で乗り切ろうとする姿が容易に目に浮かぶ。

だが、本校に勤務する外国人指導助手によると、最も大事なのは英語を話せること

ではなく、グローバルな感性や考え方ができるかどうかだという。そこで、2022年11

月、「虹の色」を導入テーマとし、人の認識は時代や国や人によって異なる相対的なも

のであることを、チームで協働しながら捉えていく授業を行うことにした。

　展開１　虹とは何か（物理）

初めに、生徒たちに「虹には色がいくつある？」と尋ねたところ、全員が「7色」と答

えた。「何色がある？」と尋ねると、「赤・橙・黄・緑・青・藍・紫」と答えた。

そこで、まずは虹の正体を確認するため、物理担当教師に事前に収録していただい

た講義動画（6分間）を皆で視聴した（図５）。動画にした理由は、他のクラスの授業で

もすぐに活用できるからだ。動画では、光の三原色、光の分散、色の三属性などにつ

いて解説され、これは生徒たちにとって既習内

容の復習にもなった。その後、理科室から借り

た直視分光器を使い、窓の外の太陽光を実際に

観察した（図６）。理科の授業でも実際に分光

器を使ったことはないらしく、生徒たちは楽し

そうに分光器を覗いていた。覗いている生徒に

「何色に見える？」と尋ねると「7色？いや切れ

目がない？」と言っていた。初めは虹は7色だ

と言っていた生徒たちだが、講義動画や分光器

による観察を通して、虹は太陽光が雨粒によっ

て分散し、空中に色づいた弧が現れる現象であ

ること、そして本来的に分け目のない「光の連

続スペクトル」であることを少しずつ理解した

ようであった。また、講義動画を収録した物理

担当教師が、「授業後に生徒たちがお礼を言い

図４　作品上映会

図５　物理講義動画

図６　分光器で太陽光観察
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に来てくれて、とてもうれしい」と話していたのが、思いがけない副産物となった。

　展開２　昔の人も虹の色を現代人と同じ色分けで見ていたのか（美術史）

昔の人々も現代の我々と同じように虹を7色に見ていたのだろうか。その手掛かり

を知るため、各チームで国立国会図書館・国立公文書館などの各サイトにアクセスし、

江戸期の歌川広重「東都名所芝愛宕山上之図」や歌川国芳「春の虹げい」「東都名所駿

河台」などの虹の絵、天体について記述された

司馬江漢著『和蘭天説』、大正期の版画家・川瀬

巴水「加賀八田秋の虹」などを確認することに

した（図７）。

その結果、江戸期の絵では虹が4～ 5色で描

かれ、『和蘭天説』でも虹は5色と説明されて

いるのに対し、大正期の版画では7色で描かれ

ていることが分かった。つまり、わずか80年

で虹の色が2色ほど増えたことになる。

　展開３　ニュートンの光学は人々の虹の色の見方にどんな影響を与えたか（科学史）

江戸期から大正期にかけて虹の色が増えた理由について、ある生徒が「明治期に西欧

文化や学問が日本に入ってきたことと関係があるかも」と話した。そこで、1704年にイ

ギリスで発表されたニュートンの光学研究書『オプティクス』を皆で調べることにした。

その結果、それまでイギリスで3～ 5色とされていた虹の色を音楽（当時の主要な学

問）の7音階と結びつけるために、ニュートンが意図的に7色にしたことが判明した。

念のため、明治期の富士越金之助著『小学色図解』を国立国会図書館のサイトで調べる

と、虹は7色と記されており、増えた2色はまさにニュートンが増やした色と同じであ

った。さらに、ニュートンの発表から約130年後に書かれたアメリカのメアリー・スウ

ィフト著『理学初歩』においても、同様に7色と記されていることが分かった。

　展開４　他の国々の人々は虹の色をどう見ているのか（国際文化）

次に、海外の人々は我々と同じように虹を7色だと思っているのか、チームで調べて

みることにした。あるチームは、アメリカ出身の外国語指導助手に、虹の色の数を英

語でインタビューした。「How many colors make up a rainbow?」などと尋ねるべきと

ころを、英語の苦手なその生徒は「What」と言ったきり沈黙し、友達から苦笑いされた

が、「color」「rainbow」という2つの単語を続けたところで、その指導助手は質問内容

を察したらしく、笑顔で「seven」と答えていた。別のチームは、鈴木孝夫著『日本語と

外国語』の記載内容を調べ、国や人によって4色や6色などのばらつきがあるが、科学・

教育レベルでは7色とする傾向が強いことを突き止めていた。

　展開５　�日本（語）と外国（語）の間でイメージや範囲の異なる例を調べ、ポスターを

作る（ICT）

同じ虹を見ていながら国や時代などにより色の数が異なるということは、例えばど

こからどこまでを「青」と呼ぶのか、その範囲が国や時代などによって異なることを意

図７　『和蘭天説』の解読
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味する。それは、人間が無意識に、自らの母語とそれにもとづく感覚によって世界を

区切り、色を分け、そしてそれが最も自然な分け方だと思っていることにほかならな

い。生徒たちはこれまでの学習を通じて、そのことを少しずつ理解していた。

虹の色のように、同じような言葉でありながら日本（語）と外国（語）の間で思い浮

かべる範囲が異なる例について各自が調べ、タブレットでポスターを制作した（図８）。

完成後は、一人ずつ発表して相互評価し、ポスターを図書館内に展示した。最後に、

教科書掲載の今井むつみ著「言葉は世界を切り分ける」を読んだ。難しい文章だが、生

徒たちはこれまでの学習と重ね合わせながら、実感をもって読むことができた。

虹の色を導入テーマに、物理・美術史・科学史・国際文化と幅広い学問領域を統合

しながら「人の認識」について考察し、異文化理解について考え、ICT機器でポスター

を制作した。初めは、今回の学習は高校生には

難しすぎるのではないかと心配したが、いざや

ってみると、生徒たちはとても興味をもち、協

働しながら熱心に取り組んでいた。探究を深

めるためのサポートを十分にすれば、難しい内

容であっても生徒たちは主体的に取り組んで

いく。「人の認識や感覚は相対的なものである」

という視点について、あの手この手で皆で考え

ることができた。

（3）ビジネスプランの企画・提案 （経営学×メディア学×環境学×家庭科×ICT）

　展開１　企業及び課題の決定

2023年5月下旬、10月に開催される鳥取商工会議所主催「ビジネスプランコンテスト」

の募集案内が学校に届いた。地元企業が抱える課題について高校生が解決策を考え、

提案するというものだ。世の中の役に立つ喜びを実感させるため、参加することにした。

1校につき1～ 2チームということで、本校からは2チーム参加することになった。

学校と企業のマッチングの結果、（株）日本海テレビジョン放送の「どうすれば若者に

テレビを見てもらえるのか」、鮮魚仲買業の（株）魚倉の「どうすれば自社のYouTube動

画の再生回数が伸びるか」という課題について、それぞれ取り組むことになった。

　展開２　「高校生のためのビジネスプラン作成講座」への参加（経営学）

生徒たちはビジネスプランを作成したこと

がなく、どう進めていこうか思案していたとこ

ろ、8月に行われる日本政策金融公庫主催「高

校生のためのビジネスプラン作成講座」の案内

が運良く届いた。生徒たちは、講義や演習を通

して、起業家精神、やりたいこと・社会が求め

ていること・達成のためのできることの３観点

図８　ポスター制作

図９　ビジネスプラン作成講座
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からの思考、様々な手段による情報収集など、ビジネスプランを作成する上での基本に

ついて学んだ。そして、講師に積極的に質問したり、自分たちの考えや思いを伝えた

りしていた（図９）。

　展開３　ビジネスプラン作成（メディア学×環境学×家庭科×ICT）

　（株）日本海テレビジョン放送チーム（4名）

夏休みに日本海テレビ本社を訪問し、地域の情報生番組「おびわんっ」の撮影を

見学した。途中、ディレクターの計らいで、急きょ番組にも出演させていただいた

（図10）。見学を終えた生徒たちは、「画面を通して見るのと現場を直接見るのでは全

く違う。日本海テレビに対する印象が変わった」と話していた。その後の編成部の方々

との情報交換で、「テレビ局もいろいろ努力しているが、若者の視聴の中心がYouTube

になっている。どうすればテレビを見てもらえるのか、若者の視点でアイデアがほし

い」と言われた。生徒たちは緊張していたが、「難しい課題だが面白そうだ」という反

応であった。

まずは若者のテレビ視聴の実態を知るため、本校の生徒100人に対してGoogle 

formsでアンケートを行った。その結果、「大半の生徒がテレビよりYouTubeを見る時

間の方が圧倒的に長い」という予想通りの結果であったが、「民放局でどんな番組があ

れば見たいか」という質問に対しては、「地元」

「知り合い」「母校やいろんな学校」「面白い」

といったキーワードを挙げた人数が多かった。

また、県立図書館でメディア学に関する本を借

り、基礎知識を蓄えていった。

ビジネスプラン作成講座で学んだこと、撮影

見学や情報交換で感じたこと、アンケート結果

から考えたことなどを統合しながら生徒同士で

毎日検討し、編成部の方々とも協議を重ね、企

画書が完成した（図11）。生徒た

ちは「このプランなら必ず若者の

視聴率が上がり、また他校の生

徒たちと将来どこかの業界で出

会ったとき、再び一緒に鳥取を

盛り上げることができます」と語

っていた。その後、編成部の方々

から助言をいただきながら質の

高いスライドを作り上げ、プレ

ゼンテーションの練習を何度も

繰り返した。教師の私よりも企

業関係者の方から実際に良い点

図10　日本海テレビ訪問

図11　日本海テレビ企画書（概要）

○�中高生対象のスタジオ見学・アナウンス部と

の交流イベントを定期的に開催

○鳥取～島根の中高生が番組を制作・出演

　【番組名：学校って、いいじゃん！】 

　日曜夕方（15分間、2～ 3コーナー）

　⑴ 学校から学校へのリレー創作ドラマ

　⑵ 高校生が立ち寄る学校近くの店をリポート

　⑶ 鳥取の名産品を使ったアイデア料理対決

　⑷ eスポーツ最強校決定

　⑸ 自分の変わった趣味自慢

○番組に出る学校はSNSや校内放送などで宣伝
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や改善すべき点などを指摘される方が説得力があるらしく、生徒たちの思考力や表現

力、そして向上心が高まり、日々成長していくのが目に見えて分かった。

　（株）魚倉チーム（3名）

7月、生徒たちは課題の詳細を聞くために企業を訪問し、専務取締役と面会した。

「魚の魅力を発信するためにYouTube動画『魚倉ちゃんねる』を配信しているが、再生回

数が伸びない。どうすれば再生回数が伸びるか」という話であった。

生徒たちは、「ビジネスプラン作成講座」で学んだことを生かし、まずは誰が何を求

めているのかについてまとめた。魚倉は「チャンネル動画の再生回数の増加」、高校生

は「人に認めてもらえる場・挑戦する場」、主婦層は「魚を調理した後の生ごみの処理」、

社会全体は「SDGｓ」と考えた。

とはいえ、具体策がなかなか見出せない中、まずは何か挑戦してみようということ

で、YouTube動画「魚倉ちゃんねる」に出演することにした。1本目の動画は「高校生が

ハマチを捌く」（魚を捌いたことのない生徒がハマチ捌きに挑戦する）、2本目の動画は

「鳥取工業高校の生徒がタバコ○

○を…」（生徒がタバコニシ貝の

料理に挑戦する）であった。そ

れと同時進行で、「魚倉ちゃん

ねる」を多くの人に見てもらう

ための方策を毎日検討し、魚と

SDGsが結びつくヒントを得るた

めに環境問題の書籍や新聞を読

み、その結果、「骨せんべいづ

くり」を軸とする企画書が完成

した（図12）。

9月8日、生徒、家庭科教師、

専務取締役など約10名が調理室に集まり、生

徒たちが考えたこの動画を撮影した（図13）。以

前のハマチ捌きの経験が生きたのか、鰺や鯖を

捌く手つきも慣れていた。「魚倉ちゃんねる」

の他の動画の再生回数が約120回なのに対し、

高校生が骨せんべいを作るこの動画は１ヵ月間

で約250回と倍増した。その後、こちらも専務

取締役から助言をいただきながら、質の高いス

ライドを作成した。

　展開４　「鳥取YEGビジネスプランコンテスト」当日

10月9日、とりぎん文化会館のホールにて「鳥取YEGビジネスプランコンテスト」が

開催された。多くの企業関係者が見守る中、両チームとも堂々とプレゼンテーション

○�魚倉と高校生が協働で「魚の骨せんべいづくり」

に挑戦するYouTube動画を制作

　・油で揚げる時のおいしそうな音

　・魚の種類や味付けによる違い

　・タグ多様化「魚」「食品ロス」「揚げ音」「骨」

○魚倉との共同開発による骨せんべいの商品化

　【商品名】ＳＤＧｓに貢献する地魚骨せんべい

　（受験シーズンSuccess is born by bone!）

　・スーパーのお酒売場、海産物売場などで販売

　・パッケージに魚倉ちゃんねるのQRコード

　（骨せんべい誕生秘話を含む）

図13　骨せんべいづくり撮影

図12　魚倉企画書（概要）
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を行った。その結果、日本海テレビチーム

が優勝候補の強豪校を抑え、見事優勝した

（図14）。社会の役に立つ喜びを皆が実感す

ることができた。

４　どうすれば 「STEAM教育」 はうまくいくのか
3年間の経験をもとに、STEAM教育がうまくいくためのポイントを4つ挙げたい。

　（1） 自分の授業のどこがSTEAM教育なのか、明確に説明できるように

漠然と「地域の課題を扱えばSTEAM教育」「スライドを作って発表をすればSTEAM教

育」とならないよう、自分の授業のどこがSTEAM教育なのか、理由を明確にする。

　（2） なぜその学問領域を扱うのか、必然性を明確に

「このゴールに向かって探究する上で、どうしてもこの学問領域が必要だからやる」

という必然性を明確にする。そうしないと、本筋とはあまり関係のない些細な事柄ま

で無理矢理扱うなど、教科を横断することそれ自体が目的化するおそれがある。

　（3） 自主的に学ぶとはいかないまでも、主体的に学ぶための準備を

教師が何を言わずとも生徒が自主的に学ぶ、というのが理想だが、内容が難しくな

ればなるほど、なかなかそううまくはいかない。国会図書館のサイト、他教科教員の

講義動画など、探究する上で効果的なものを要所要所に組み込むことにより、文系は

得意だが理系は苦手な生徒も、その逆の生徒も、様々な分野に好奇心を持ち、垣根を

越えて考えられるようになる（図15）。「自主的に」は難しくても「主体的に」学ぶこと

ができる。

　（4） 企業や大学などの声は、生徒に新たな視点を与える

実際に外部の方と意見交換を行うことで、生徒たちは学校では学べない新たな見方に

気づく。企業や大学主催のコンクールなどを契機に繋がりを作るのも一つの手である。

図14 日本海テレビチーム優勝

図15
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５　終わりに
10年ほど前、県内のある高校で進路面談をしていた時のことだ。ある生徒に、どの

大学を志望するのか尋ねると、その生徒は「私は歴史学を学びたいので、島根大学を

志望します」と答えた。私が「歴史を学ぶのなら京都の大学がいいのでは？」と尋ねる

と、その生徒はこう言った。「先生、平安時代に都があったのは京都ですよね。平安時

代の畿内に日本全体の人口の何％の人が住んでいたと思いますか？ それから、江戸時

代の関東に日本全体の人口の何％の人が住んでいたと思いますか？ 実は両方とも当時

の日本全体の10％の人しか住んでいないんです。日本史の授業で、ごく限られた地域

の、しかも表舞台に出たごく一部の人たちのことだけを習って、これで日本史を学ん

だと言えますか？ 地方の村にもそれぞれの営みがあったはずです。私はそれを学ぶた

めに島根大学に行きたいのです」と言った。私は返す言葉がなかった。その生徒は現

在、とある施設で研究員として働いているそうだ。

探究する上で、情報を得るスキルを身に付けることは大事である。だが、それ以上

に大事なのは、他の人が目を向けないようなものに気づき、目を向ける姿勢だと私は

考えている。人は往々にして、自らの感覚や思考が最も自然だと思い込み、１つの情

報だけに飛びつき、満足してしまうことがある。その情報が「世の中の主流」と見なさ

れているものであれば尚更である。島根大学を志した生徒は、他の人が目を向けない

ような地方の暮らしに目を向け（その意味ではオリジナル小説で青森県の漁村を描い

た生徒も同じだが）、歴史に対する学びを深めていった。

1つの情報だけに飛びつき、ものづくりをしたところで、出来上がりは似たり寄った

りのものとなり、また特定の分野にばかり目を向けることに慣れてしまうと、将来的

に様々な分野の専門家や企業関係者との交流のチャンスを失うことにもなる。そうな

ると、地域の発展どころか、その人自身も地域全体も、現状維持にはなるかもしれな

いがそれ以上になることはできない。

ビジネスプランコンテストを通じて縁のできた鳥取商工会議所と連携し、2023年度

中にもう一つ、生徒たちと「鳥工版STEAM教育」に取り組むよう、現在計画中である。

とはいえ、生徒たちが高校で取り組んでいる学習活動やその成果が、リアルタイムで

社会の役に立つことはほとんどなく、高校生活の中で活動し、考え、感じた経験が種

となり、社会に出てから花開くものである。生徒たちは、「鳥工版STEAM教育」の取り

組みの中で、様々なもの、様々な分野に目を向け、試行錯誤しながら作品づくりを楽

しみ、技術の向上を楽しみ、互いに助け合う喜びを経験している。生徒たちの中に宿

った種が、社会に出てさらに養分を吸収し、大輪の花となり、時代の大きな変革期の

中を向日葵のような笑顔で地域の発展のために活躍することを信じている。
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